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午前10時00分開議 

○議長（佐藤 郁夫君）  皆さん、おはようございます。議員及び市長を初め執行部各位には、本

日もよろしくお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は１７名です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 執行部より、市長、副市長、教育長及び関係課長の出席を求めています。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第４号により行います。 

────────────・────・──────────── 

一般質問 

○議長（佐藤 郁夫君）  これより、日程第１、一般質問を行います。 

 質問者の持ち時間は、質問、答弁を含め１人１時間以内となっております。質問者、答弁者と

も、簡潔にまた節度ある発言をお願いいたします。 

 それでは、通告制となっておりますので、順次質問を許可します。 

 まず、１０番、鷲野弘一君の質問を許します。鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  皆さん、おはようございます。まず、時間が足らなくなると悪

いので、今回退職をされる皆様方、大変お疲れさまでございました。特に私の一学年上の皆様方

で、中にはヒロシちゃんとかユウちゃんとか、こう名前で呼んで大変失礼な方もいらっしゃいま
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したけれども、横着な鷲野でございました。中学時代私の同級生の兄さんであったりとか、大変

親しみのある、また同じサッカー部におられた先輩もおりますし、すごくお別れするのが悲しい

というふうに思っております。また、他の地区の職員の皆さんにおいても、議員になってこんな

におもしろい人がおるんかって夜一緒に遊んで歩いたり、また食べ物についても、こういうのお

いしいのあるでとかいうて連絡を取り合ったりしたこともあります。そういう方がやはりもう今

回これが最後かと思いますと、大変悲しく思います。大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。 

 １０番の鷲野弘一でございます。ことしの２月２２日に中山間地総合整備事業で、同じ集落内

をつなぐ道路──猪野竹の下集落道という名前でございますけども、開通式に市長を初めとし、

また関係各課課長さんにおいでいただきまして、盛大に開通式ができましたこと大変感謝を申し

上げます。まあ、約３０年間これも、きのうのどういう陳情が出るかという問題もありましたけ

れども、約３０年間行政との間で大きな問題でありました役場岡の平線、この道路の白禿トンネ

ルちゅうトンネルのところからの雨水が私たちの水路に流れ込みまして、大変泥が堆積をしまし

て、これを春のいぜ普請のときに泥を上げるのが大変なことでした。これの解消策をどげえか考

えてくれんか、うちの水路に流し込まんで川までこの雨水を流してくれんかとかいうふうなこと

を大変言ってきましたけど、今回、県のこの事業に合わせまして、中部振興局また農政課、建設

課また庄内振興局のお力を借りまして、この雨水対策も完璧にできることができまして、大変地

元の者も感謝しております。この場をもってお礼を申し上げます。 

 また、野上議員の死去に際しまして、深く哀悼の意を表しながら、昨日、長谷川副議長より、

温泉係の設置をという意思をつなぐことを私がするということを言っていただき、大変私もその

中で一緒に温泉係の設置についてお願いをしている一人でございますので、今後ともこれは検討

していただきたいというふうに思っております。 

 それでは、大きく４点について質問したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 まず、第１番目としまして、みどり団地カビ対策の進捗状況についてでございますが、本年度

外壁工事を行うために、設計施工が行われたというふうに聞いておりますが、カビの対策工事は

その中に合わせて行われているのかについて質問いたします。 

 ２番目に、カビ対策において各部屋ごとの被害状況を把握された上で、設計また地元にこうい

う説明が行われているのかについてお尋ねをします。 

 大きく２番目としまして、地域公共交通形成計画についてでございますが、平成１９年１月

４日より実証実験が開始されたコミュニティバス、路線バスの廃止などによる交通空白不便地域

が拡大する中、市民一人一人が地域で安心して暮らせるような交通対策を見直しする目的で始め

た事業でありますが、現在これ１２年もたちますけれども、目標は達成されているかについて質
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問します。 

 続きまして、免許返納者対策として、現在市ではどのような改善策を行われているのかについ

てお尋ねをします。 

 コミュニティバス利用者の主な目的は、通院、買い物が大きな主要目的だと聞くが、通院バス

と買い物バスを分けた用途別バスの検討は管内で行われているのかについて質問いたします。 

 続きまして、４番目でございますけど、スクールバス、コミュニティバスの経費削減について

検討はされているのかについてお尋ねをします。 

 大きな３番といたしまして、庄内町を過疎脱却させる計画についてでございます。 

 まず１番としまして、庄内町の人口問題をどのように考えているのかと、よく市民の方々に言

われるが、何もしなければ統計どおりの人口減にこのままなっていきます。対策としてどのよう

に考え計画されているのかについてお尋ねします。 

 ２番目としまして、現在小学校生徒数についてですが、庄内町では１学年３０人未満、これも

小学校５年生以下、今中学まで行ってもそのぐらいの人数になっているのではないかというふう

に思いますけれども、中学校においても数年先はやっぱり３０人を切るというふうな状況になり

ます。これに対しましてどのような対策を考えているのか、統合合併と考えているのかについて

お尋ねをします。 

 続きまして、３番目としまして、企業誘致についてですが、どのような計画を立てられている

のか、庄内町働く場所がなければ人は帰ってこないというふうなこともあります。そういう対策

はどのように考えられているのかについてお尋ねをします。 

 続きまして、大きな４番目としまして、公用車についてですが、公用車管理は各地域振興局が

行っていますが、台数的に大きな比重が振興局にかかっているのではないかというふうに思いま

す。各課に振り分けはできないのかについてお尋ねをします。 

 続きまして、２番目としまして、車両購入時に経費削減は今以上にできないかということにつ

いてお尋ねをします。 

 ３番目としまして、消防車両管理は、消防本部、各振興局のどの課が担当しているのかについ

て、また購入についてもどうであるかについてお尋ねをします。 

 再質問はこの場所で行います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  おはようございます。本日もどうぞよろしくお願いをいたします。 

 それでは、１０番、鷲野弘一議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、みどり団地のカビ対策の進捗状況についての御質問でございますが、対象住宅のカビ

発生の原因として、結露によるものであるとの調査結果でございました。このことから、外壁改
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修において断熱性を高める工事を計画いたしております。具体的な工事につきましては、平成

３１年度より実施する計画となっております。 

 今回の改修計画は、外壁全体の改修が主な内容となっておりまして、個々の部屋の状況に対応

したものではございません。改修後、個々の入居者ごとの状況に応じて対応をさらに検討したい

と考えているところです。 

 次に、コミュニティバスの導入による交通空白地の解消は達成されたかの御質問でございます。 

 交通空白地域について定まった定義はございませんが、由布市におきまして、昨年度行った現

状調査によりますと、駅から１キロ圏内、あるいはバス停から５００メートル圏内でカバーでき

る人口は、由布市の９８.７％をカバーすることができることになっており、ほとんどがコミュ

ニティバス等の公共交通でカバーできている状況でございます。 

 しかしながら、４００以上あるバス停の中の８割においては、１日の利用者が１人未満となっ

ている現状もございます。コミュニティバスの利用実態や地域住民の皆さんの外出実態等を踏ま

えながら、効率的な運行に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、免許返納者対策としてどのような改善策が行われているかにつきましては、高齢者の交

通事故防止を図るために、運転免許自主返納制度で運転免許を自主返納された満７０歳以上の方

への支援策として、平成２８年４月よりユーバス無料券を３０枚交付しておりました。今年度よ

り無料券を２０枚増加させ５０枚交付することとしております。また、今年度より新たな取り組

みとして、タクシー乗車補助券１万円分の交付を行っております。ユーバス無料券かタクシー乗

車補助券のうち、申請者が希望するどちらか１つを選択できることとなっております。 

 次に、通院バスと買い物バスを分けて検討したことがあるかということですけども、これまで

利用者の外出の目的に応じて調査はしておりますけども、運行形態や運行方法をそれぞれごとに

検討したことはございません。 

 次に、スクールバス、コミュニティバスの経費削減について検討されているかにつきましては、

スクールバスは、往復の利用状況や保護者等へのアンケート調査を行い、利用の見通しのない路

線や利用者数の少ない路線について、適宜見直しを図っております。なお、３１年度からの予定

といたしましては、１路線を廃止し、また２便運行しておりました１路線について１便減じるこ

とで効率化を図っていきたいと思っております。 

 コミュニティバスにおいては、利用者が年々減少傾向にあり、利用者数の低迷は収支の悪化を

招き、市の財政負担がふえることにつながります。多くの市民の皆さんが公共交通に関心を寄せ

ていただき、積極的に利用していただけるような機運の醸成と、効率的な運行に今後とも努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、庄内町を過疎脱却させる計画についての御質問ですけども、まず、人口問題対策につき
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ましては、平成２７年度より、移住定住を進める取り組みとして、ゆふ移住交流センター「星と

ぴあ」や由布市定住促進住宅情報との連携を図ってまいりました。 

 しかしながら、庄内地域から挾間地域への転居者があるなど、心理的な距離感、通学の不便さ、

そういった移住定住を阻む要因もございます。課題も多く、これらの解決に向けた取り組みも今

後とも積極的に進めていかなければならないと考えているところです。 

 次に、企業誘致計画につきましては、平成２３年度、阿蘇野地区にＭＹＭウォーター本社工場、

平成２６年度に、大龍地区の株式会社大阪クリップの工場増設といった成果がございます。現状

では、庄内地域において、工場適地となる市の所有地もないこともあり、その後の誘致が進んで

いないのが現状でございます。 

 市としましては、固定資産税の減免あるいは当市に応じた補助金を交付するなど、優遇制度を

設けております。こういった制度を利用しながら今後とも大分県の企業立地推進課との情報共有

を行いながら、企業立地の促進を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、公用車についての御質問です。庁舎内の公用車の管理につきましては、運行に関するこ

とや点検等の管理は、各地域振興課が担当しております。全体的な公用車の調整や車両の入れか

え、そういったものについては財政課が所管をしております。また、現場の対応等のために、一

部の公用車については各課で管理を行っております。 

 議員御指摘の各課へ管理を振り分けできないかという御質問ですけども、車両の安全管理や稼

働状況の把握、公用車の適正な調整を図っていく上では、集中管理が適切であるというふうに考

えているところです。 

 また、車両購入の経費節減についてですけども、今後におきましても各車両の稼働状況を把握

して、車種の選定や必要台数の調整を図り、経費削減に努めてまいりたいと考えております。 

 消防団の車両管理につきましては、各振興局及び消防本部で連携して担当しているところでご

ざいます。車両購入につきましても、各振興局と消防本部が更新計画を立て、それに基づいて毎

年対応しているところでございます。 

 以上で、私からの答弁終わります。 

 他の御質問は、教育長より答弁をいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  教育長でございます。１０番、鷲野弘一議員の御質問にお答えいたし

ます。 

 初めに、庄内町を過疎脱却させる計画についての２点目、庄内町内の小学生・中学生の減少対

策を考えているかとの御質問でございますが、ここ数年庄内地域における出生者数は、３０人以

下を推移している状況でございます。平成３０年度の庄内地域の小学１年生は３２人で、全児童
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数は２５６人となっております。今後１年生が３０人前後で推移することから、数年先には、庄

内地域の全児童数が２００人に満たない状況になることが予想されております。 

 現在、教育委員会では、由布市学校規模適正化推進計画により、平成２２年以降、星南小学校、

南庄内小学校、大津留小学校が近隣小学校と統合し、本年４月には阿蘇野小学校が西庄内小学校

と統合となります。 

 今後、庄内地域の児童数の推移を精査をし、２０２０年度までに由布市学校規模適正化推進計

画を見直したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  ありがとうございました。 

 まず、順番を追って行きたいと思います。 

 みどり団地カビ対策ですが、今回、外壁の工事をされる中において、結露対策が、これ一番の

問題だというふうに思っております。中にはストーブをたかないでくれとかいうふうな方も中に

はいたような話を聞くんですけれども、冬場においてストーブをたくなとかいうようなことはま

ず到底できないと、まずこれは根本的にやはり設計また施工また地質の問題がやっぱりあるので

はないかというふうに思いますけれども、当時このみどり団地を施工した際に、１０年間保証ち

ゅうのがまだなかった時代やというふうに思っています。工事をして１０年間何かそこに問題が

あれば業者のほうがそれについての無償修理をするというふうなことが、何かうそをついたよう

な設計者がおったときに、何かそういうふうなことを保証制度ができたのではないかという覚え

ているんですけども、その中において、今回整備をするのに対して、今まであそこの設計・施工

した会社に何かの問題点はないかについてお尋ねをされたことがあるのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 もとの設計会社にいろいろあったときにというお話は、私のほうからした経緯はございません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  みどり団地に行かれると中にわかるんですけど、やっぱり壁が

剥げたり、カビがもう中にはって、中にもことしはもう胞子が飛んで歩いているちゅうな電話が

ありまして、今回またこの一般質問をしたわけですけれども、そういうふうな内容については、

住宅担当者が行って確認をされているのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  お答えいたします。 
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 住宅担当者のほうで今みどり団地全ての入居している部屋を確認したわけではございませんが、

何部屋かは確認をしております。また私のほうも今回御質問を受けた際に、みどり団地のほう確

認をさせていただいております。議員御指摘のとおり、主に棟の北側になりますが、その辺水回

り等もございます。その辺についてカビと、それからクロスの剥げが確認をしておるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  今回この外壁工事をして、結露このカビ対策ができていない場

合に、今後どのような対応を考えられているのかについて、もう一度お願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  お答えいたします。 

 今回、外壁の改修に合わせて、カビ対策ということで、特殊なセラミック塗装というのを外壁

に塗膜します。それと合わせて、各部屋の窓ガラスについては、真空の複層ガラスといって、そ

れがおそらく一番効果があるんじゃないかなと思っております。 

 そしてまた、確かに今、議員御指摘のとおり、換気の問題があると思います。今住宅には自然

換気というのもあるんですが、水回り特にお風呂のところには換気扇がございますが、市長の答

弁にもございましたように、各部屋の対応については、まずそのカビ対策として今、外壁工事そ

れからガラスの入れかえ等をやった後に、その後に検討していきたいなというふうに思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  今回の工事に対しまして、施工する前ちゅうんですか、壁の工

事をする際に当たって、各入居者に対して、今後一応こういうふうなペアガラスちゅうんですか、

したりとか、中をするセラミック塗装をして、そういうようなことはもうなくなるとは思います

けどという説明会等はされる予定はあるのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  お答えいたします。 

 平成３１年度に今回平成４年に建てましたＡ棟、Ｂ棟の外壁工事等を行います。その際に関し

ましては、入居者の方にこういう工事をしますという周知はしたいというふうに思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  来年度平成３１年度より管理が大分県住宅供給公社のほうに移

行する予定になっていますけれども、そう際したときに今回のような事例があった、そういう問
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題があったときに、その責任ちゅうんですか、その対応は大分県住宅供給公社がするのか、それ

ともやっぱり建設課の中に住宅係ちゅうのが残って、それがするのか、そこんとこはどうなって

いますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  お答えいたします。 

 全ての分野に関して、指定管理、管理代行にするわけではございませんし、住宅係の担当者は

必ず配置されると思っております。そういった例えばクロスの張りかえとかそういったことがど

のようになるのか、またその対策については、今後協議はしていきたいと思いますが、現時点で

はそれを全てというふうには考えてはおりません。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  ありがとうございます。これ施工し終わって１年間、四季を通

じた状況の中で、どのような対応になるかちゅう結果を見ないと答えわかりませんので、そうい

う中で経過を住宅係の方にしていただきたいというふうに思います。また何かあったときはまた

申しますので、その際はまた適切な御指導よろしくお願いいたします。 

 続きまして、コミュニティバスの件でございますけれども、今回運行して１２年、これには市

長も駅から１キロ以内、またバス停から５００メートル以内の場合には９８.７％のことができ

ているというふうに御答弁いただきましたけれども、まず、私ずっとこの１２年間思ってきたの

は、今のバスの運行体制では、これ１００％できないのではないかと思っておりました。何がど

うなんだろうかなっていつも私悩んじょたんですけれども、今のこの体制の中では、これできな

いなあと。 

 先日、大野郡の三重町に視察に行った際、三重病院の看護師さんですけれども、お会いして、

何でこの由布市には病院に行く病院専用のバスがないのとこう言われたんですね。あっそうか、

何が問題だったのかなと思うと、病院の時間に合わせているもんですから時間が長いんです。バ

スが行って折り返しのバスが出るまでの時間が長いんです。これ、何でかなあと思ったら、そう

ですよ、買い物するのに買い物とかほかの仕事をするのに、そんな病院に行くような長い時間は

必要ないわけなんです。行って帰れるようなバスがやっぱりほしいなあちゅうのが答えやなかっ

たかなと思うんですけど、こういうことを今からちょっと検討等、またコミュニティバスの検討

委員会等の中で、そういうふうな疑問とかいうことが今までなかったのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  総合政策課長です。お答えをいたします。 

 今、議員おっしゃるように、病院に行くあるいは買い物をする、そういう目的に応じた検討と
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いうのは、先ほど市長からもありましたが、これまで行っておりませんでした。市民の検討会議

の中、高齢者団体の代表の方から同じような意見がございました。今後については、そういう目

的に応じたことについても検討しなければいけないのかなというふうには考えております。 

 ただ、現時点で、利用者の方々の御意見をいただきながら、市内の医療機関については、適宜

運行経路の中には入れるというふうにはいたしておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  三重町で話を聞いたときに、何で三重町ではできるのかなちゅ

う一つの問題を考えたんです。そういったときに、総合病院であるからできるわけで、でも由布

市特に住んでいる私の庄内の件を出すのは余りよくないかもしれませんけども、各医院が主体で

あって病院ではないわけなんですよ。そういう規模の小さいところが、じゃバスを買って運行し

ろ何か言っても到底できない。それをするのにやはり医師会、また各保健担当係、またその中に

福祉の関係が各福祉団体がありますけども、それがお迎えのバスとかを病院に行く通院バスの一

つの利用の中に今後取り入れていくような、ちょっと長期のスパンで考えていただいて、なるべ

くこう負担がなくやっぱり皆さんがお迎えに行くようなバスがあったときに、それに合わせて各

病院に連れていってもらえるような体制づくりをやっぱり今後考えてですね。 

 それと、やはり私が一番に言いたいのは、免許返納者がやっぱり出やすい、短時間で出て短時

間で帰られるようなそういうバス、今、市長が利用者が少ないからバスの運行の数を減らす何か

言いよったけど、これ、全くマイナスだと思うんです。逆にそういうふうな使い勝手のいいバス

をつくって、バスの便をふやすほうがもっと効率もいいし、またそういうふうにしたほうが１台

のバスの稼働率がもっと上がるわけですよ。だから、何か病院に対してそういうふうなお迎えバ

スを郡の医師会とか話をして、何か一つ仕立てるようなことの検討ちゅうのをこれからできない

でしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 買い物であるとか病院であるとか、そういうのは地域課題でもありますし、同時に福祉の課題

ということも認識をしております。ある意味、買い物については移動販売という商工の面、ヘル

パーさんなどの訪問による福祉の面、あと由布市においてはＩＣＴ環境がほぼ全域に整っており

ますので、ネットショッピングという情報系の解決の方法等もあると思います。いずれにしても

そういう意味では全ての関係する課で協議をしていかなければいけないというふうに思っており

ます。 

 以上です。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  首藤市長時代にコミュニティバスをさっき言いましたように目

的でこれ始めました。私は大変いいことやというふうに思いました。やっぱり各家からお年寄り

がやっぱり外に出ていくんやというこの気持ちをやはり大事にしてやる、これがまあ健康立志の

まちづくりの一つやないかというふうに思っております。だから、ネットがあるからそれでいい

んじゃないかとか、移動販売をつくればいいじゃないかとじゃなくて、やはりお年寄りを家から

出ていただくというふうな対策をまず念頭に入れてやっていただきたいというふうに思うんです

けれども、市長、これやっぱり今から時間かかりますけれども、交通網の計画の中に一つこうい

うのは取り入れて検討課題の一つにやらんのやないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをいたします。 

 コミュニティバスの果たす役割は、議員御指摘のような面もあると思います。現実的に本当に

バスが毎日１時間おきに１本ぐらいあるともっと便利がいいというのはわかるんですけども、や

っぱり行政が行うコミュニティバス、福祉バスの意味合いが強く、それと財政的な面というよう

なことで限界もございます。議員御指摘の病院に特化したそういうものというのは、医師会等々

は協議をしてみたいとは思いますけども、今後の課題だというふうに捉えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  ありがとうございます。今からの課題を今言ったわけでして、

市長、毎日１時間おきにバスが来いとかいうふうなことを言っているんじゃないです。バスの運

行は今までどおりでいいんです。ただ言いよるのは、今ある２便のバスをじゃあ保持しながら皆

さんに多く買い物に出ていただけるような、だから行って帰れるような時間体制を今から構築を

していただきたいというふうに言いよるんですけど、市長、そこんとこは今間違いじゃありませ

ん。ちょっとそこは訂正ちゅうんですか、毎日来てくださいとか言うんじゃありませんので、そ

こんとこちょっともう一度お願いしたいんですが。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  便利のよさを追求すればそういうことになるという意味合いで申し上げ

たことです。ですから、やはり行政がといいますか、いろんな全ての方が満足していただけると

いうのが理想ではありますけども、なかなか難しいのが現実でございます。ですから、議員御指

摘のような点については、今後随時見直す中で検討していきたいと思います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  ありがとうございます。私も１２年かかってやっと何か解決の

窓口が見えたというわけじゃないですけども、こういうふうにすればよくなるんではないかとい
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うふうに思いました。また、現状の予算以上に予算をかけてくれということは言っておりません。

現状の予算の中でもっと改善できることはないかということを言っておりますので、そこんとこ

は考えていただいて今後の検討にしていただきたいというふうに思います。 

 続きまして、朝のタクシー問題を前回ちょっと前になりますけども、質問しました。朝病院に

行く方がタクシーがない、何でタクシーがないのかっていったら、スクールタクシーにとられて

いて、タクシーの運転手さんが足らないというふうな問題が出ておりましたが、現在も由布市内

で朝の通学コース、これ確認すると２０コース以上通学コースあるわけですけれども、その中に

おいて、やはりもう少しまとめればまとまるんじゃないかというふうなことがあると思うんです

けれども、スクールバスが出ていますけど、スクールバスと現状の小学校のスクールタクシーな

んかバスの出ているところと、並行合わせる問題ちゅうのは、これできないのか、これをすると

何か法的に問題があるのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育次長。 

○教育次長兼教育総務課長（八川 英治君）  教育次長です。お答えいたします。 

 スクールバスにつきましては、中学生専門でスクールバスを運行しております。スクールタク

シーにつきましては、園児・児童を対象にしておりますので、朝の通学の時間帯、朝どうしても

中学生は早い時間帯、児童は３０分か４０分おくれで通学となっております。その辺で時間的に

差があるということでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  いつやったですか、湯平の温泉場からのスクールバス、中学生

の担当でしたけど、このときに湯の平幼稚園が休園になりまして、それを由布院幼稚園のほうに

連れていくというふうなときに、スクールバスのとあわせてやったりとかいうふうなこともして

おりました。だから、今の次長の言われる意味もよくわかるんですけれども、やはり今はもうこ

ういう予算の限られた中でやっていると、じゃあ、前回そしたら廃校になった学校が、私は１校

の統合合併だと思っちょったら親のほうが別々に分かれていくというふうなことになって、そう

いったときにタクシーを２台出すと、大変何かこれ、おかしいんじゃないかと僕、教育委員会の

ほうがもう少し地域に出ていって話し合いができなかったのか、湯平に関しては物すごくよかっ

たやないかなと思って、川西小学校に行くっち言ったのも由布院小学校に変えてくれということ

で、もう全員地区は一つになって一つのとこに行ったと、そういうのができるのに、何でこの庄

内町においてはそれができないのか、そういう努力が足りないのではないかというふうに思うん

ですけど、いかがでしょうか、教育長。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  お答えいたします。 
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 統合先の学校につきましては、それぞれ説明をするときに、基本的には、今回は阿蘇野小学校

であれば西庄内小学校という基本線はお示しをし、保護者の皆さんもそういうことについては御

理解をしていただきました。ただいろんな最終的に家庭の事情等で今回のような結論になりまし

た。湯平小学校のときには、川西小学校が同じように閉校のお話を進めている中で、また行った

先で６年もたたないうちに、またその先で閉校という話にはなりにくいということで、御説明申

し上げてここは御理解をいただきました。その中でもやはり幼稚園に行っていたという関係で、

よその学校へというのは希望もあります。そういうことは認めてきました。今回も随分その辺も

説明しましたが、皆さんまとまって西庄内へというふうにということにはならなかったので、最

終的には保護者の皆さんの意向を尊重するという形で委員会もみとめてきたとこでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  父兄の意向というのは、何かもう言葉の逃げ道の一つになって

いるんじゃないかと思うんですけど、きのう、佐藤孝昭議員も阿蘇野小学校の閉校について言わ

れた中で、やはりもう少し父兄との説明、意見の統合ちゅうんですか、やっぱり折り合いをもう

少しつけるべきではなかったかというふうに思います。それがためにやはり年間に何百万円とい

う余分なお金が、余分なお金ちゅうとこれ通学するので大変失言かと思いますけれども、やはり

そういうふうな面においても経費削減ちゅうのもやっぱり行政の中の一つの責任ではないかとい

うふうに思うんですけれども、ちょっとそういう言葉の一つで、何か湯水のようにそういう予算、

市長は予算を抑えろというふうなことを言いよるのに、何かあるところでは予算をもう使うだけ

使ってもいいんじゃないかちゅうようなやり方をしているんじゃないかと、私にはそう思えるん

ですけど、もう少しそこんとこ話し合いでできなかったのかについてもう一度答弁お願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  お答えいたします。 

 私ども統合に際しては、子どもたちの安心安全な登下校の手段の確保、そして保護者の皆さん

も安心していただけるそういう手段を確保するということを原則に進めてまいりました。そのた

めに必要な予算というのは、当然確保しておかなければ予算がないのでお話ができませんという

話にはなりませんから、最大限確保はしてございますが、その中で工夫できる点、先ほど言いま

したように、確かに１人１台ということではございません。子どもも１人タクシー１台運転手さ

んと１人ずつという、そういうことではなかなかストレスもたまったりということで、できるだ

け複数で乗れることはないのか、あるいは今走っている便を利用できないのか、そういうことを

検討し、保護者の皆様にも御説明を申し上げ、可能なところで少しでも削減できればということ

でお願いをし、今話し合いを進めているところでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 
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○議員（１０番 鷲野 弘一君）  後の話になりますけども、大きな３番目の中にありますけれど

も、今、庄内町人数は３０人、今小学校５年生以下は大体３０人以下を維持しているんじゃない

かというふうに思っておりますけども、その中で、やはり今回のような問題が出る前に、学校

１校化にするような話し合いを、もうそろそろそういう時期に来ているのではないか、さっき市

長から、また教育長から答弁いただきましたけれども、私はやはりもう庄内町は１校でいいんじ

ゃないかと、１校でいろいろ言う方もおるかもしれないけれども、１校が１校塊になったりする

のも３０人以下のクラスしかできないという状況の中で、私そういうふうにしたときに、今のよ

うな問題がもう一つ解決できるんじゃないかというふうに思っております。 

 ぜひとも早い時期にそういうふうなことをやるべきではないかというふうに思うんですけれど

も、幼・小・中・高一貫体制、こういうふうなよそにないような学校づくりを、ぜひとも公立の

学校でするちゅうのはおもしろいことに──おもしろいという言い方をすると不謹慎かもしれま

せんけど、ぜひとも、英語教育なんかにおいても、小学校の英語教育も始まっています。中学と

の乗り入れでやっぱりそういうのもできるちゅうことになると、やはりよそにない一つの魅力あ

る学校になるんじゃないかというふうに思うんですけれども、その辺、こういう問題を解決する

中において、こういうことは今避けて通れない一つの問題じゃないかと思うんですけれども、教

育長、この先、第３期の計画の中に入れるような話をしていましたけども、これについて早期に

する考え方はないのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  お答えいたします。 

 私どもとしては、先ほどの過疎対策については、魅力ある学校づくり、小さくても本当に行き

届いた教育であったり教育環境づくりで、ぜひ子どもたち、行きたいな行かせたいなというそう

いう学校づくりを目指して何とか子どもの流出というかそういうものを防ぎたいな、教育の面で

できる分はそういうところかなと思って努力をしてまいりましたが、なかなかそこら辺が市内の

中でもやはり由布院、庄内地域は子どもが減少傾向にあります。挾間地域はそういう子育て応援

等の分が評価をしていただいて、大分市からの流入等もある中で、児童生徒数もふえております。 

 したがって、これからもそういう面で教育の充実ということで努めてまいりたいと思っており

ますが、何せこれからの統計的に見ても３０人以下、それを３校で分ければ当然もう１０人行く

か行かないかという中で、複式学級等も当然予想されるような状況が生まれてくるんじゃないか

なというふうに思っております。 

 きのう、佐藤孝昭議員の御意見の中にも１校でというお話もありました。１校にするんであれ

ば、単に統合して一つにまとめるという、まあ順番にまとめていくというような話では、これは

もうなかなか追いつかないというふうに思っておりますので、今、議員御指摘のように、これか
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ら先というか今新しい流れである小中一貫校であったり、教育小学校であったり、幸い由布市幼

稚園・小中学校・支援学校そして高校と、それぞれの学校がそろっております。そうした特性よ

さを生かしてということで、また魅力ある学校になって庄内の学校に行ってみたいなという、そ

ういう学校づくりにつながればいいなと、したがって、そういうことも視野に入れて、今後の計

画については考えていきたいと思っておりますし、いろんな方からもそういう御意見・御提案等

もいただいておりますので、委員会が決めるということにはならないと思っておりますので、地

域の皆さんや保護者の皆さん、いろんな御意見いただきながら、早急に案を出して見通しをもっ

て取り組んでいかないと、後手後手になって子どもが少なくなってからということではいけない

ということは私どもも考えているところでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  ぜひとも、魅力ある学校づくり素案をつくっていただきたいと、

その中において、一つ覚えておいてほしいのは、生徒数が少ないからここの学校には行かせたく

ないと言って親は転出をしました。だけど、仕事はそこのまた地区に戻って仕事を毎日通勤で仕

事をしています。こういうふうな方もいると、やっぱり個人個人で逆なまたこともあるかもしれ

ませんけれども、考え方はいろいろある中で、やはりそういうふうなことで転出をされる方をな

くしてほしいというのも一つの考え方ですので、ぜひとも教育委員会ちょっと力を入れて頑張っ

ていただきたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、定住者問題でありますけれども、那須課長が総合政策の課長をしていた時代に、

定住者促進に向けてということで、豊後高田市にＰＦＩ事業の先進地であるということで、自治

委員さん、また地元議員、職員で研修に行ったことがあります。その後、私はＰＦＩの事業が、

どこかこの庄内のこの庁舎あたりでうおっと始まるのかなと思ったら、土地がただである、また

あいた土地を有効利用するために寿楽苑の跡地、また旧の中央公民館の跡地を住宅にするという

案で、たしか２９年度の予算で約５００万円の調査費用をつけてありましたけども、その後この

計画はどうなっているのかというのについてお尋ねします。 

 定住者促進計画の予算がこの２年ついていないんですけれども、これについて、あの調査費は

一体何やったのかについてちょっとお尋ねします。これはどっちですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  庄内振興局長。 

○庄内振興局長兼地域振興課長（田邉 祐次君）  庄内振興局長です。お答えいたします。 

 私が振興局長、地域振興課長になりましてから、前課長から引き継いだ件でございますけど、

まず、７つの選定候補地から２つ絞り込んだと、先ほど議員がおっしゃったように旧庄内公民館

跡地、それと寿楽苑跡地、その関係で、建物に関しては寿永会に無償譲渡しているという、土地

は無償貸与というような形で動いてきておりますが、結局、測量業務委託等で、先ほど議員がお
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っしゃいました５００万円ほど分譲住宅地、そういったことの目的としまして境界確認、そうい

った測量関係、用地測量に５００万円費やしたという形で推移しております。その後は、まだ各

種協議がまだ残っております。それで実際、前に進んでおりません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  振興局長、ありがとうございます。実際に、寿楽苑の跡地はま

だ取り壊しの問題等があって、それにやっぱり約４,０００万円の経費がかかるなどとやっぱり

言われていました。その４,０００万円を上乗せして各方に住宅を売ったとしても、経費が高く

なるんじゃないかというふうに思っていたわけです。だから、そういうとこではなくて、やはり

この市役所の周りをやはりこれから先の発展の場所ということで、この辺を一つのＰＦＩの事業

で、民間との力を合わせたやり方で、農振除外も行政が農振除外を特区をつくりながら、この辺

を住宅地にしてやってもらう、やっぱりどうしても駅の近くが一番いい、そうなると中央公民館

の周りがいいかもしれませんけど、またそれにおいても取り壊しのまた予算もかかります。何か

やっぱりそういうふうなのがかからなくて、やっぱりこっちに来られる方、新規に定住を求めて

こられる方に、やっぱり安い土地の提供をぜひともしていただきたいというふうに思います。 

 総合政策課長、そういうＰＦＩをやはりともに勉強したい、前回の一般質問でも太田議員から、

やはりあそこの陣屋の村跡もＰＦＩの利用でああいう科学館等ができないかという、ＰＦＩちゅ

うんが今民間として物すごくやっぱり僕は魅力ある事業じゃないか、また、地元の企業がもうか

れば、やっぱり税金として上がってくるわけですから、ともにやはり伸びていくような、地域の

企業も一緒に伸ばしながらやっぱりできるような事業を、これからは考えていかなければいけな

いというふうに思うんですけれども、そういうふうな勉強会はしようということは考えていない

ですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。企業との連携、特に地元企業との連携、

必要なことだというふうには認識しております。 

 今年度、初めて地元の企業に伺って、企業側から見た市の至らない点などをお伺いする機会を

設けました。その中でも異口同音に皆様方、市との連携を図っていきたいというお言葉もいただ

いております。その件については、またさらに連携を深めながら、さまざまな施策を講じる上で、

協力をしていきたいというふうに思っております。 

 あと、庄内定住化の関係なんですけど、やはり行政としてのＰＲが不足しているというふうに

感じております。別府市にも近い、大分市にも実は近いんだというようなＰＲ活動を、市長のほ

うからも市長会がありました。若手職員で政策の検討会等もやっております。その中で、彼らも
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検討しておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  ありがとうございます。ぜひとも、もう時代も変わり、中身も

変わってきていると、特に庄内の駅前においても、今、東家に新しい道路もできようとしていま

す。その道路ができれば、その周りにはやっぱりもう住宅地にこれもするべき地区でもあるし、

また駅も近い。また、ここのやはり市役所の周りにおれば、どうしても土地評価を私は上げたい

というのが一番であります。３町を比べたときに、この庄内が、一番、本庁舎がありながら土地

の評価が低いと、これについてもやはり、何かこれからの改善策を考えていかなければいけない

というふうに思っております。 

 ぜひとも、そういう事業を導入していきたいというふうに思いますが、その中でも、星とぴあ、

今、定住者の問題出ましたけれども、星とぴあが年間に今、あそこは発足してどのくらい売買が

成功しているのかについてお尋ねしたいんですが。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。今、空き家バンクの契約が成立した人数

でございます。平成３０年度、今時点で３１件でございます。２９年度は２３でしたので、順調

に推移しているかなというふうには感じております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  その中で、県外から来られて、今、子育て家族ちゅうのはどの

くらいいるのかについてお尋ねします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。大変申しわけございません。空き家バン

クの内訳については、今、手持ちの資料がございません。ただ、県外からお見えになっている移

住者の方は、平成３０年度で３０世帯９２人ということになっております。これも、前年の実績

に比べると倍近くになっておりますので、順調に推移しているというふうには感じております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  その中には、契約は成立しているけれど、まだ来ていない方も、

もう何年も来ていない方もいます。土地だけは買っているけども、家は買っているけど来ていな

い方もいます。そういうふうな調査もやっぱり星とぴあのほうにしていただくように、確認をも

う一遍していただくように、またその結果がわかりましたらお教えください。よろしくお願いい
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たします。 

 続きまして、公用車の件でございますけども、１２６台の、今、公用車があります。そのうち、

庄内振興局が７８台、うち５２台が振興局扱いとなっております。挾間振興局が２０台、うち

１４台がたしか振興局やなかったかと思います。また湯布院振興局に２６台、そのうち２３台が

湯布院振興局の持ち分となっておりますけれども、その中で、特に庄内においては、２６台とい

う車が、各課が持っているわけですけれども、５２台のうちやっぱり各課が専属して使っている

車があると思うんですけれども、そういう車は、やはり各課に振り分けをしたほうがいいんじゃ

ないかと思うんですけど、財政課参事、いかがでしょう。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  財政課参事です。お答えいたします。 

 公用車の管理につきましては、各地域振興局のほうで行ってもらっている部分がかなりありま

すけども、これまで、いろんな形で振興局とこちらの財政課のほうで協議を進めてまいっており

ます。また必要に応じて検討しているんですけども、今後におきまして、いろいろ意見を聞きな

がら、調整しながらいい方向で進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  これ、なぜ言うかといいますと、次の日、乗ろうと思って、車

に乗ったら後ろのドアがあかなかったとか、誰がつけたのかわからないぶつけた跡があるという

ふうな車が結構あるわけです。そういうことをするのには、各課がやっぱり責任を持って、車は

やっぱり管理をする必要がもうあるんではないかというふうに思うんですけれども、ぜひともこ

れは検討していただきたいというふうに思います。 

 統計上見れば、どこの課がどのくらい何日使っているかというのは、これはっきりわかると思

うんです。その必要に応じた台数を、振興局ではなくて、各課が担当するようなことの、やっぱ

り今からことも必要であるし、また、シェアしなければいけない車はシェアするように、振興局

が管理をする、そういう体制をつくっていただきたい。 

 また、現在、軽自動車と乗用車、車両購入を行っていますけど、軽自動車ではなくて乗用車を

購入する場合の一番の決めるポイントは何かについて、財政課長、購入時は何が違うのか教えて

いただきたいと思います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  お答えいたします。軽自動車につきましては、

現在、全体の１２６台のうち９０台ほど所有しております。約４分の３ほどになるんですけども、

やはり、維持費等におきまして、軽自動車のほうが経費的にはコストの減ができますので、そう
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いった形で考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  車両を、乗用車をこのごろ買っている乗用車を見るんですけれ

ども、軽自動車と乗用車の差ちゅうのは、４人乗るか５人乗るかの差なんです。それと長距離に

行くか行かないかですけども、その中で、今入れている乗用車は、後ろの後部座席狭いんです。

軽自動車より狭いなら、なぜ入れるかちゅうこと、私、不思議でたまらないです。やっぱり、車

両購入する前に、乗用車ちゅうのは、やはり遠くに行ったりするので、やはり室内の居住空間が

ゆったりしている車とかをもっと検討すべきではないかというふうに思います。また、車両購入

する中において、今、購入の中に、ナンバープレートをワールドカップナンバーとか、スタッド

レスタイヤ、これホイールをつけなければいけないとかいうふうなことをしています。 

 また、逆に、ドアロック、これ集中ロックですけど、こういうのは必要ないというふうなこと

も書いています。だけど、集中ロックちゅうのは、悪いけども、運転席のドア１つ閉めることで、

全部にロックかかるわけですよね。こういうふうな車ちゅうのは、盗難防止のためには一番必要

なことです。１回１回ドアを閉めて歩かんでも、そういうのできるような体制づくりに、私、こ

ういうのは逆に入れるべきであるし、また、おととい坂本議員が言われた中の、ドライブレコー

ダーとか、そういうのは逆に必要なことであると。また、今はセーフティー機能の追突防止装置

とかついているのがあります。でも、ドライブレコーダーを今買うと、その中にセーフティー機

能というんがあって、左右のはみ出し等が起こったときにそういうのを知らせるような機能も、

１万５,０００円ぐらいからたしかそういう機械があります、今。そういうふうなのをやっぱり

導入も今から先に、やっぱり職員の安全を考える中で、やはりぜひともこういうのはやっていた

だきたいというふうに思います。こういう基準をやっぱり持っていかなければいかないというふ

うに思うんですけども、次から、やっぱりもうこのワールドカップナンバー、これ悪いけども職

員はつけていないんです、はっきり言って。職員が自分の車にワールドカップをして、そういう

ので盛り上げようとかいうんであれば、私はすべきだと思うんですけども、職員もしないのに、

何でワールドカップをここでつけなきゃいけないのか、それについて一つ聞かせていただきたい。

市長、これ御存じでしたか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  購入の際のワールドカップのナンバーをつけている車両があるのは承知

しています。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  それをつけるのに５,０００円お金が余分にかかるんです。車

両を買うのにもっと安くすべきなんです。スタッドレスタイヤとかいうのも、今もう社外品のア
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ルミホイールのタイヤを買えば、もう２万円そこそこでタイヤあります、これセットで売ってい

るのが。それと、今のホイールちゅうのは、どのホイールでも今つきます。軽自動車においては、

ピッチ数が今１００ちゅうピッチなんです。昔は１１０、１１４.３、１００ちゅうのが３種類

あったんですけど、今はもう軽自動車はほぼ１００になっています。その中において、装着はで

きない車はないような、今ホイールになっています。だから、ここで無理にこういうのをつけな

くても、そういうのを買って使い回しができるような体制をするほうが、私は大切じゃないかと

思います。経費削減ちゅうのはそういうとこでできると思うんですけども、財政課参事、いかが

ですか。もう今後やっぱり車両購入する場合に、こういうふうな無駄なとこを省き、やっぱりし

なければいけないところは、やっぱりつけていただきたいと思うんですけどいかがですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  財政課参事。簡潔に。 

○財政課参事（契約検査室長）（首藤 啓治君）  経費削減につきましては、今言われましたよう

なことも含めて検討していきたいと思っております。 

 経費削減につきましては、やはり台数の削減も考えないといけないと思います。それは状況に

応じて考えないといけないと思いますし、価格帯の低い車両の選定とか、あるいは買いかえ期間

の関係とかそういったところも、いろいろ含めて検討していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  鷲野弘一君。 

○議員（１０番 鷲野 弘一君）  使い回しはできるものは使い回しをできるような購入の仕方を

今から考えていただきたい。 

 また、消防本部、大変申しわけございません。時間がなくて御迷惑かけますけども、今後、積

載車においては、オートマチック車が今からもう積載車においても必要な時代になってきます。

そうしたときに、この中山間地域では、やっぱりそういうようなオートマチックでは上りを上ら

ない車があります。そういうふうなのをやっぱり業者に言って、中山間に合った車づくりの購入

をしていただきたいというふうに思います。 

 大変、時間の配分が悪くて申しわけございませんでした。これで、私の一般質問を終わります。

どうもありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、１０番、鷲野弘一君の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで、暫時休憩します。再開は１１時１０分とします。 

午前11時01分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時10分再開 
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○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 

 次に、２番、髙田龍也君の質問を許します。髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  おはようございます。議長の許可をいただきまして、２番、髙田

龍也、一般質問をさせていただきます。また、質問と提案をさせていただきますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 まず、始まる前に、１月に御逝去されました野上議員に対しまして、心より御冥福をお祈りい

たします。 

 それと、先日、湯布院町内で起きました火災に対して、御協力いただきました地元の皆様方に

も重ねてお礼を申し上げます。それと、由布市消防団湯布院方面隊の皆様にも重ねて感謝の意を

表したいと思います。また、その初期消火で御尽力された地元の方々にも、消防長、市長も、も

しよろしければ、改めてお礼や感謝の意を表していただきたいと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 それでは、一般質問に入っていきます。事前通告に従って質問をしていきたいと思います。 

 一つ、由布市の防災対策について、以下の２点に関して伺う。 

 ①、由布市総合計画基本構想における由布市地域防災計画の選定、構成方法や実地状況を伺う。

②、大規模災害における近隣市町村の協力、連帯体制を伺う。 

 ２、由布市の農政事業について、以下の３点を伺う。 

 ①、ふるさと納税の返礼品の登録状況と返礼状況を伺う。また、１０月に想定されている消費

税税率引き上げに対して、市としての返礼品の対策を伺う。②、前回議会において、新規就農者

支援策等は引き続き検討との答弁だったが、その後の経過を伺う。③、害獣対策の実地状況と湯

布院町で計画中のジビエ加工処理場の計画内容と進捗状況を伺う。 

 ３、由布市の教育、子育てについて、以下の２点を伺う。 

 ①、由布市通学路安全推進会議のその後の経過を伺う。また、会議を踏まえての実地状況と由

布市民への報告状況を伺う。②、前回議会において、児童クラブの居場所確保を優先課題として

取り組んでいるとの答弁だったが、その後の経過を伺う。また、今後の運営計画を伺う。 

 再質問は、この場にて行いたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、２番、髙田龍也議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、由布市地域防災計画の選定、構成方法や実施状況についての御質問でございますが、

由布市地域防災計画は、合併後の平成１９年３月に初版を作成しております。それ以降、関係法

令や県の地域防災計画の見直しを含め、平成２４年８月に編・章の並びが県と同じになるように

改正及び見直しを行い、平成３０年２月には、南海トラフ地震防災対策推進計画を新たに書き加
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えたことや、事故等災害対策編の中に、原子力災害対策も盛り込み、見直しを行ったところです。 

 また、今年度に県の見直しが行われたこと、国による避難勧告についての見直し作業が行われ

ていること、中央構造線断層帯の長期評価等の見直しに伴う被害想定が修正されたこと、鶴見

岳・伽藍岳及び九重山火山避難計画の策定に伴う火山防災対策の修正等がございましたので、現

在、見直しの準備を進めているところでございます。 

 次に、近隣市町村の協力連携体制につきましては、大分県及び市町村相互間の災害時応援協定、

また大分県常備消防相互応援協定、大分県消防団相互応援協定により、職員の派遣や食料、飲料

水及び生活必需品の提供、避難施設の提供、救護、医療、防疫に必要な資材及び物資の提供等を

相互に行うこととしております。 

 また、大分県全体が被災した場合は、九州市長会における災害時相互支援プランにより、大分

県へは北九州市、熊本市、長崎市から職員が派遣されることとなっております。 

 次に、由布市の農政事業についての、ふるさと納税の返礼品の登録状況と返礼状況及び消費税

引き上げに対する対策についての御質問ですけども、１月末時点で、返礼品の登録状況は９１品

目となっております。返礼状況は、牛肉や焼酎、飲料水などが多く選ばれている状況です。 

 また、消費税引き上げに対する対策についてですが、消費税、引き上げに関する返礼割合の取

り扱いについて、現時点では国から明確な判断基準等は示されていない状況でございます。今後、

動向を注視しながら、適切な対応をとってまいりたいと考えております。 

 次に、新規就農者支援策につきましては、現在、国や県の給付金の活用や市単独の事業により

支援を行っております。新規就農者や就農希望者から意見を伺い、次年度より、ビニールハウス

施設を活用する新たな事業を検討しております。内容といたしましては、既存の農家で未利用と

なっているビニールハウス施設を新規就農者へ引き継ぐというようなものでございます。これに

より、既存農家は処分の手間が省け、さらに新規就農者については、設備投資に係る費用が軽減

されるメリットがあると考えております。市としましては、現在、既存の農家と新規就農者をマ

ッチングさせる仕組みを構築して、より就農しやすい環境を整備したいと考えているところです。 

 次に、害獣対策の実地状況についてでございますが、平成３０年度は、農林産物被害防止のた

めの鉄柵を２４カ所で１万２,１００メートル、電気柵を２６カ所で１万メートル設置をし、侵

入防止対策を実施をいたしました。また、狩猟者確保対策として、初心者講習会費の補助を

２１名に行い、狩猟者増に努めているところです。 

 捕獲対策として、捕獲員による年間を通しての有害鳥獣捕獲、春季・秋季の一斉捕獲の実施、

日出生台演習場内の捕獲活動などを行い、有害鳥獣の減少に取り組んでおります。 

 また、本年度より、大分森林管理署、由布市猟友会、市で協定を締結いたしまして、国有林内

で捕獲活動にも取り組み、前年度同期と比較して、農林産物の被害はわずかですけども、緩やか
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に減少しております。 

 次に、湯布院で計画中の処理加工施設の計画内容と進捗状況でございますけども、合同会社ゆ

ふいんの郷により、湯布院下依にイノシシ、鹿を中心とした処理加工施設を大分県ジビエ利用拡

大モデル整備事業により建設することとなっております。規模としては、平屋木造９９平米で、

解体室、真空包装機、冷凍庫等を備えて、２次加工まで行う施設となっております。年間の処理

目標としましては、鹿、イノシシ合わせて４８０頭、５,２７０キロの処理加工ができるように

なっております。ジビエ利用拡大を図る計画でございます。事業費は、２,６６１万８,９２０円

となっております。 

 進捗状況ですけども、事業者により周辺地区、隣接者、由布市猟友会、水路組合等と現在協議

を行っている状況でございます。今後も、関係機関と調整をしていただき、この施設によりジビ

エの利用拡大が進んでいくことを期待しているところです。 

 次に、放課後の子どもの居場所についての御質問ですけども、来年度の由布院小学校区におけ

る放課後児童クラブにつきましては、募集段階では定員を上回る利用者規模となっておりました

けども、現時点では、定員内におさまる状況となっております。 

 ただ、放課後児童クラブを利用していない児童の放課後の居場所として利用されておりました

湯布院公民館が、複合施設建設に伴う庁舎機能の移転により、手狭感があることから、複合施設

完成までの緊急的な措置としまして、安心して過ごせる居場所の確保に向けて、関係機関と協議

をしてきたところでございます。 

 居場所といたしましては、まず、湯布院公民館ロビーをこれまでどおり利用していただくこと

を基本としておりますけども、年度当初の利用状況を十分踏まえた上で、必要があれば、直ちに

由布院小学校体育館の１室を居場所として開放できるようにしているところでございます。この

場合、平日の下校以降に過ごす児童の安全確保の観点から、見守りを行う予定としております。 

 以上で、私からの答弁は終わります。他の御質問は教育長より答弁をいたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育長。 

○教育長（加藤 淳一君）  教育長でございます。２番、髙田龍也議員の御質問にお答えをいたし

ます。 

 初めに、由布市通学路交通安全推進会議の経過につきましては、２月２８日に構成員でありま

す国土交通省、大分土木事務所、大分南警察署、由布市建設課と各関係機関を招集いたしまして、

本年度３回目となる会議を開催をし、本年度市内各小中学校や由布市ＰＴＡ連合会から、子ども

の登下校の安全確保と通学路の整備について要望のありました３７件の危険箇所と、平成２４年

度から継続してきました案件３４件の進捗状況並びに解消時期について協議をいたしました。そ

の結果、本年度要望分につきましては１６件、継続分につきましては３件が解消しております。 
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 なお、会議結果につきましては、３月中に結果報告を各学校及びＰＴＡ連合会に報告するとと

もに、ホームページの由布市通学路交通安全プログラムの欄に掲載をし、市民の皆様に広くお知

らせをしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。それでは、ちょっと順番を変えまして、

由布市の教育、子育てについて、再質問を始めていきたいと思います。 

 先ほど、教育長のほうから答弁をいただきました通学路の関係なんですが、１１月に由布市Ｐ

ＴＡ連合会のほうから要望書が届いていると思います。こういうものを各３町のＰＴＡ会長から

の要望ということで上がってきていると思います。この内訳の中で、今回、前年度からも要望が

あったやつが１６件と、あと３件が解消されたということでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  教育次長。 

○教育次長兼教育総務課長（八川 英治君）  教育次長です。お答えいたします。 

 ＰＴＡ連合会からの分につきましては、過去に要望が上がってきたもの、また、地区の要望と

重なっているものとがございます。６月に開催いたしました各学校からの要望事項とＰＴＡを合

わせた３７件について協議をしておりまして、その中で１６カ所が解消したということでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。本当、昨年からいろいろ質問させていた

だきながら、前にどんどん進んでいっていただいて、本当にありがとうございます。 

 それで、一つお願いがあります。いろんなところが要望書が上がってきて、うちの区からのほ

う言ったのはどうなっちょんやろうかとか、ＰＴＡが言ったのはどうなっちょるんかちゅう意見

の集約ができていないところも、要望書を出しているほうもよくないんでしょうけども、それを

聞き入れる教育のほうで、それぞれどのように対応ができましたという、解決した案件をぜひ詳

しく、今度３月、ホームページ等に報告されるということなので、せっかくいい結果を出してい

ただいていますので、ぜひ詳しく実地した経過というものを、市民の皆様方にわかるように報告

していただきたいと思いますので、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。また、この件

に関しましては、またいろいろまた要望が上がってくると思いますので、その都度、その都度、

一緒に考えて対策をしていきたいと思いますので、またよろしくお願いいたします。 

 それでは、次の児童クラブの件についてなんですが、市長の答弁にもありましたが、公民館を

また使わせていただけるということなんですが、これ、今回その問題提起、前回のときに出させ
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ていただいたんですが、子育てしている親御さんたちというのは、なかなか見えないんですよね。

先に公民館が今回改築、新設に当たってなくなりますということが先にどんと出てきたもんです

から、子どもたちどうすればいいやろかというのが、後からになって出るんです。できれば、そ

ういうものを先に提案をしていただいて、子育て世代の不安解消に今後は努めていただきたいな

と思います。 

 それと、先ほど来からの子どもの数が減ってきているので、こういうふうな縮小とかいうのも

考えないかんなっちゅうのはすごくわかるんですけども、減るから対策するんじゃなくて、統計

的に減っていくだろうなちゅうのがわかっているんだったらば、じゃあどうやったらふやせるか

なということを考えていただいて、こういう放課後の児童クラブとかを先に提案をして、由布市

は放課後でも由布市が子どもを見ていますというような対策をとると、ほかの市町村に比べたら

いいんじゃないかな、今度、由布市のほうに移住しようかなという考え方もできるんじゃないか、

減るから、減っていく対策をするんじゃなくて、減るから、今度ふやす対策のほうを考えていく

っちゅうことができないでしょうか。これ、子育て支援課長に聞いたほうがええですか、それと

も総合的な話ですか。どちらかに答弁をいただきたいんですが。 

○議長（佐藤 郁夫君）  子育て支援課長。 

○子育て支援課長（庄  忠義君）  子育て支援課長です。お答えいたします。 

 今、言われたように、市内在住の方ももちろん支援ということが大切でございますが、今、人

口減少という中にあって、外からの移住定住者を促進をするということも大変重要な点だと思い

ます。そういう意味では、突出した子育て施策というものがまだまだ不足をしているというふう

にも感じていますし、そういう情報も積極的に発信をしながら、保育所だけではなくて、放課後

児童クラブの待機児童というものも全国的にも問題になっております。そういう部分も総合的に

判断して、今後よりよい、子どもが安心して過ごせる、そして親御さんも安心して預けられるよ

うな支援策を考えていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。前向きに考えていただきたいと思います。 

 私の信条としまして、マイナス掛けるマイナスはプラスになるという考え方を持っているんで

す。マイナス掛けるプラスはマイナスしかならない、これ、私の兄弟子から習った言葉なんです

けど、これを市の行政運営のほうに話を当てはめたら、子どもが減っていくとかそういう話のと

きは、それはもうマイナスと考える。それに対して、子どもの減少をマイナスと考えて、今度、

減るからどうするんでは、減るんやったらプラスにしないといけないんで、子どもをふやすため

にプラスにしないといけない。やったら、市の財政を、前にこういう政策にお金を使って、子ど
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もをふやす、マイナス掛けるマイナスでプラスに子どもがふえるよというふうな考え方に持って

いけたらいいんじゃないかなと思いますので、これ、いろんなものに当てはめながらちょっと考

えていただけると助かると思いますので、ぜひ、誰か課長級の誰か１人でもいいんで、そういう

考え方を持って今後提案していただけると、大変助かるなと思います。 

 ちょっと取り急ぎ、先に進んで申しわけございませんが、今後とも、子育て、教育のことにつ

いてはまた話をしていきますので、ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 次に、由布市の防災対策についてお伺いいたします。 

 先に由布市地域防災計画の選定のことなんですが、先ほど市長のほうからお話をいただきまし

て、大体の流れはわかりました。その前に、この間の加藤幸雄議員の話の中でちょこっとあった

んですけど、市の職員に御褒美とかいう話もあったんですけど、防災課長、これ今、課長、防災

課の職員からいただきました。これ、由布市の職員の防災ガイドライン、ことしになって配られ

たということで、これ、多分この場で出さないと、多分皆さん知らなかったかなと思うんですけ

ども、市の職員って数字を上げるんじゃないですよね、こうやって地道な努力をしていって、目

に見えないところで皆さん頑張っていますので、ここを改めて市長もみんなに御褒美やらんにゃ

いけんのやっちゅう答弁されていましたけど、改めて、市の行政で働いている皆様方に、見えな

いとこで努力されている皆さんに、改めてお礼と激励をしたいと思います。本当、お疲れさまで

す。 

 この防災ブック、課長の皆さん、市長も見られていると思うんですが、大規模災害があったと

きには、市の職員、最寄りの、挾間に住んでいる職員やったら挾間に行く、でも勤務地やったら、

この本庁舎に出向くいうふうになっているんですが、課長、お聞きしたいんですが、この計画に

のっとって、市の職員が防災訓練ちゅうふうになるかわからんですけど、大体、どれぐらいの時

間をかけて登庁できるとかいうような試算は、それぞれ皆さんされているんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  防災安全課長。 

○防災安全課長（近藤  健君）  防災安全課長です。お答えいたします。 

 このたび、業務継続計画、ＢＣＰです、これを作成しました折に、職員が各家庭におるときに

発災して、そこから歩いてくるというふうな試算をいたしておりまして、１時間あたりにそれぞ

れの勤務地に行けるという数字は、ちょっと今数字は覚えておりませんけども、約５０名近くで

あったというふうに思っております。そういうことで、計算はいたしております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  本当、迅㏿にいろいろ計画していただいてありがとうございます。

そこで一つ提案です。なかなか、目的も持たずに歩いて避難、災害訓練しろっちゅうのはなかな

か難しいかなと思いますんで、ぜひ、市長の音頭で、今度、大型連休ありますので、各職員、自
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分の家から歩いて、この本庁舎に来ていただいて、その折に、先日来からお話しされている、市

長が若手職員と昼食をとっているという話がありましたので、ぜひ、職員が各家から訓練を兼ね

て歩いてきていただいて、来た職員に対して市長がバーベキューを振る舞うとか、そういうふう

な、本当に歩いてきたときには何時間かかるんかちゅうのを各それぞれが把握しないと、なかな

か難しい話かなと思いますんで、突拍子もない提案なんですけど、そういうような、本当に歩く

ちゅう実動訓練も兼ねたことを、市の職員にしていただきたいと思うんですがどうでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをいたします。訓練は、４月に入ってすぐ行う予定にしておりま

す。ただ、実際に歩いてというところまではございませんけども、どういう災害が起こったかと

いう想定を職員には教えないで、災害が起きたら集まって、どういう状況だというのをその場で

提示して、どういう対策をとるのかとかいうような、そういった総合的な訓練は予定をしており

ます。 

 ただ、歩いてとなると、ちょっと土日にしかできないし、また職員の、そうなると勤務命令と

かそういったいろんな関係がございますので、ちょっと難しいかなとは今は思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  市長、済いません。なかなか難しい話はしていると思います。や

けども、災害っていつ起こるかわかんないですよね。常日ごろから心構えとして、そういう気構

えを持っていないと、動揺して何もできなくなってしまうというのが、この間の熊本・大分震災

のときの私の経験としてありますので、ぜひ、常に心構えを持っていただくように、なかなか歩

いてこいっちゅうのは難しいかもしれませんが、車を乗り合わせてどうやったら来れるかとか、

バイクを持っている人がおるんやったら、バイクの２ケツをしてもらったりとか、先にバイクで

来る方が、車では来れないような道を通ってきて現状報告をするとか、そういうような体制をぜ

ひつくっていただいての上で、市長の号令のもと、いきなりきょう訓練じゃとかいうような話を

していただけると、職員としても気構えができるんじゃないかなと思いますので、ぜひ、今後も

そういうことを考えていただきたいと思います。 

 続きまして、大規模災害における近隣市町村との協力体制ということをお聞きしました。北九、

長崎、あとどこやったですか（「熊本」と呼ぶ者あり）済いません、が協力体制がとれていると

いう話で、これをちょっと聞いたのが、重点戦略プラン、由布市の出している、この地域防災力

強化プロジェクトの中で、自助、公助、共助という項目があります。自助、自分の命は自分で守

る、公助、市、県、国等の行政、消防機関等による救助・援助等。共助、地域や近隣の人が互い

に協力し合うというふうになっていますね。推進体制が載っております。これ多分、由布市民に

向けての話だったと思うんですが、これを由布市に当てはめて考えたときには、自助のところで
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は由布市の命は由布市で守る、由布市や近隣の市民がお互いに協力し合うという言葉をつくるべ

きじゃないのかなと思います。 

 市としての自助、自分の命は自分で守るという点を考えたときに、先ほど南海トラフの話が市

長からありました。南海トラフのときには国の指針でそれぞれの自治体が３日ないし５日間は自

分の自治区で頑張ってくださいと、広域的な救助がなかなか難しいという話が、済みません、ち

ょっと資料が見当たらない、確か出ていたと思うんですが、その点に関して由布市として自助、

自分の命は自分で守る、由布市は由布市で賄えるという強く推せるところとか、こういう対策し

ていますという点があればお教え願いたいんですが。 

○議長（佐藤 郁夫君）  防災安全課長。 

○防災安全課長（近藤  健君）  防災安全課長です。お答えいたします。 

 まず市役所全体が自助という考え方でございますけれども、まず建物は耐震化されているとい

うことが一つあるかと思います。それから電源が喪失しないように自家発電の装置もございます。

訓練もこれから職員でやっていこうと思っておりますし、ただ食料の部分、水の部分が少し少な

いかなというふうな気はしておりますが、そこそこは準備はいたしておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。常日ごろからの備えありがとうございま

す。 

 それで、自助の件に関しまして生命線である２１０号が崩れる可能性がすごく高いと思います。

先ほど来、避難計画の話をさせてもらったんですが、この間の熊本・大分震災のときなんですけ

ど、湯布院町内、結構道が亀裂が入ったり段差ができたりとか、私、消防車に乗って自分の自治

区を回っていたんですが、結構、段差ができたり亀裂ができたりして、なかなか走るのが大変だ

ったんですね。 

 これが南海トラフとか別府近辺を震源地とした地震の発生、今月、合同新聞にも載っていまし

たけど、震度７以上、弱くて震度６強の地震が由布市内を襲うというふうに想定されております。

そのときに道って結構寸断されると思うんですよね。そのときに、今、壊れた道を復旧作業を行

うのはどちらになっていますかね。由布市は。緊急の道を修繕、それと緊急車両が通れるような

道を確保するための作業というのはどこがするようになっていますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 今、議員の御質問にありましたけど、まず大規模等の地震によって被害を被ったと、そのとき

に救援物資等を運ぶのに運搬道路、いわゆる災害対策に伴う道路はライフラインでもありますの
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で、まず一番先に復旧をしなきゃいけないというふうに、私どもはそういうふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  作業を行う、実働する人たちって誰になるんですかね。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  通常の災害でも同じと思うんですが、各地域に建設業等、組合等が

ございますし、組合等とも協定を結んでいます。うちのほうから指示をしていただいて仮復旧等、

運搬に差し支えないように至急に行っていただけるようにお願いをしているところでございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。ということは、市の自助の中にその地元

の建設業さんも含まれているということでよろしいんでしょうか。お願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  お答えいたします。 

 そのように考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。ここで一つ問題提起します。今、由布市

における建設業者さん、何年前からも続く公共工事等が減ってきていて、建設業者、今、実際問

題減ってきています。一番災害等に出動していただいて道の復旧をするときに、一つ今ネックに

なっているのが、地元由布市における建設業者の中で大型重機の保有数というものが減ってきて

います。 

 それは何でかと言うと、今、会社を運営していく上で仕事が少ない、重機は持っていても運搬

車を持っていない、運搬業者にお願いして、それは経費削減で持っていない。もしそういう緊急

性があったときには由布市内で対応できる業者っていうのは、だんだん今少なくなっております。 

 由布市の自助という観点において、地元建設業者の存続維持というものも由布市が少しは考え

ていただきたいなと思っておりますが、その点どうでしょうか。市長、自助の中に含まれておる

地元建設業者に対して、何か御支援等ができないかひとつ御答弁いただけますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをいたします。 

 市内の建設業者と災害の協定を結んでおりますけども、それと地元企業としての振興というの

は、直接、災害協定を結んでいるから特別にということは考えておりません。全体的な市内の商

工業者の支援対策というのは引き続きやっていきたいと思います。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。なかなかその業種に寄り添ってというの

は難しいと思いますが、何かあったときに人間の手でするとなるとなかなか作業が前に進みませ

ん。１分１秒、災害が起きたときには人の命に関わる話が出てきますので、緊急車両等が迅㏿に

通れるように作業していただけるのは地元建設業者、その協定を結んでいただいている地元業者

だと思いますので、今後何らかの対策のほうもよろしくお願いいたします。 

 続きまして、きょうの私の本題になります、由布市の農政事業においてです。 

 先に、今期のふるさと納税の返礼品額をもう一度教えていただけますでしょうか。総合政策課

長お願いします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  返礼品目ですか。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  金額です。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  金額、ふるさと納税の収納額ということでございます。３０年

度１億７,３４１万円が２月末現在の実績でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  １億７,０００万円、その前の年が９,５００万円、約倍ですね。

これ本当、地元の由布市の皆さんが頑張ってくれて、由布市をアピールしていただいた結果だと

思います。２年前、試算としては５億円、ふるさと納税で入るよという、由布市が先に試算をし

ていただいていますので、それに向かってだんだん伸びていっている、ありがたい話だなと思う、

これは市のほうがちょっと先走って５億円という目標数字をどんと出してくれたんで、それに向

かって由布市民の方々がすごく頑張ってくれていい結果だと思っていますので、今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 

 それで、ふるさと納税が１億７,０００万円、今回あるということなんですが、返礼品をして

いただける、登録をして運営をしていただいているサイトというのは、今、由布市は何サイトお

願いしているんでしょうか。業者は。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 今現在、由布市が委託契約しておりますのは、さとふる、１業者でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  今のところ１業者で１億７,０００万円、これ梱包したりとかそ
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ういう登録料とかいろいろ話があって、このさとふるさんがいいということで由布市はやられて

いると思いますが、昨年に比べて倍になっています、ここでもう１業者、１サイト、ここであえ

てサイトの名前を言うと立場上よくないんで、いろんなサイトがありますよね、そういうところ

にも、今後、返礼品目を１００を目指してという話がありましたが、返礼金額の金額としては倍

になっておりますので、新たな検討をしていくということはどうでしょうか。できませんでしょ

うか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 確か、昨年の９月第３回定例会でも御意見をいただいた件だろうというふうに記憶をしており

ます。その後、課に戻りまして検討をさせていただきました。委託先をふやすことによって生じ

る委託料、それと見込める収納額のバランスということになるかと思います。 

 そんな中、昨年秋、ある返礼品を引き金にして由布市のアクセスがふえました。結果的に昨年

の２倍ということになっております。そういう状況を鑑みて、まずは先ほど議員もおっしゃって

いただきましたけど、エッジのあるというか注目度を集めるような返礼品の充実、また、さらに

返礼品の数をふやしていくのが先決ではないかという結論に今時点では至っておるところです。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。ぜひ前向きな検討をよろしくお願いいた

します。まだまだふるさと納税を介して由布市の農産品やら由布市の宿泊施設をアピールしてい

きたいという考えを持っている由布市民の皆さんいっぱいいますので、今後ともそういう方々に

声をかけてもっともっと、私も返礼品目がふえるように協力していきたいと思いますので、ぜひ

今後もよろしくお願いします。 

 そのふるさと納税のこうやっていい話ばかりではなくて、１０月に消費税アップということが

検討されています。今で言う２％アップしますよね。そんな中で、今１万円の返礼品のときには

大体品物が３割以内ということで大体３,０００円、今あれなんですね、この３,０００円の計算

の中に３,０００円内税ですよね、確か。今度２％上がるということは約６０円、返礼品目を出

していただける方に対して負担になるという計算にはなるんですが、３,０００円に関して言い

ますと、３,０００円のうち６０円ってなると、農産品とか食べ物とかになると、６０円あると

包装代、梱包するお金が出るんですね、さとふるさんのほうは段ボール代は出していただいてい

るような話なんですが、その品物を包む袋とか箱とかいうのはその返礼品をしていただいている

方の負担になっております。 

 そこで、結構その６０円って金額ものすごく大きいんですね、３,０００円の内訳の中で考え
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たときには。その対策はどうでしょうか、何かこうしたらいいんじゃないかなとかいうのは市の

意見は何かないでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 先ほど市長の答弁の中にもありました、３割という総務省が話を出しております、もちろん消

費税込みで３割ということになっております。今回、消費税の税率の引き上げに伴ってどうする

かという、そういう通達はまだ総務省からは来ておりません。それを参考にということにはなる

と思うんですが、いずれにしても市内事業者の方々ばかりですので、事業者の方の負担にならな

いような方策を講じていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。１つ提案させていただきます。由布市の

農政課ＰＲ協ありますね、ＰＲ協の事業内容として、今後新しい由布市の農産品と企業コラボと

言うんですかね、何か包みとか包装の部分をＰＲ協で考えていけたり、その予算が６００万円だ

ったですね前回が、考えているという話だったんで、もし総合政策課と農政課で話ができれば進

めて、ふるさと納税の返礼品は今、農産品とか旅館さんもありますので旅館さんのＰＲするもの

の写真とか動画とかを、そのＰＲ協と総合政策課が一緒に話しながらやっていただく、６００万

円あったら２％６０円上がるということで、１０万件分はいろいろそういう話ができるんじゃな

いかなと思います。１万件ですね、済みません、数字に弱くて申しわけないですけど、そういう

話もできると思いますので、各課のいろいろいい政策をやっていこうというのがありますので、

ぜひ、総務省からの通達を待ってというのもいいんですけども、先に由布市が一歩前に出て由布

市内の行政の中でそういう話ができれば、既にいいものがそれぞれ、総合政策課もそういうふう

に考えている、農政課もいいのを持っていますので、そこで各課のコラボをつくりながら、そう

いう一つのいいもので由布市をさらに発展していくという考え方を持って前に進むことができな

いでしょうか。 

 一番音頭を取っていただきたいと思うんですが、市長、その各課の相互協力のもとで一つのい

いものをつくっていくという考え方で、市長の音頭を取ってやっていくというのはどうでしょう

か。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えします。 

 当然、各課が連携をしていろんな事業に取り組んでいかなければならないと思います。ただ、

先ほど言いましたＰＲ協のブランディング事業はそれはそれとして事業計画をちゃんと立ててお
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りますので、それを即、またふるさと納税のほうに幾分か回すとかという、まあ検討はしてそう

いう仕組みができればいいんですけども、よく検討しないと、ちょっと予算の使途がまた変わっ

てくると何もかんもごっちゃごちゃになるのはいけないなというふうに思っております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。検討していただくための提案なので、ぜ

ひ前向きにいろいろ検討していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 次に移りたいと思います。 

 新規就農者の件ですが、この件に関しましては、前回の質問の中でちょっと使っていないビ

ニールハウス等があったら話ができないかな、その使っていた農業者さんが講師として若手の育

成に努めてもらえることができないかなという話をさせていただいたと思うんですが、今回、既

存のビニールハウスを使って新規就農者の呼び込みをするという話が出ましたので、今後もいろ

いろ問題も出てくるかと思いますが、私も農業者なので新規就農者に困ったことがあれば、由布

市にはいろんな若手農業者がおるというような声をかけていただいて、新規就農者の呼び込みを

もっともっと頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それと、一つお聞きしたいんですが、農政課長、今、梨園が新規就農者の応募が殺到している

という話を聞いたんですがどうでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  農政課長です。お答えいたします。 

 梨の農業をしたいという方は近年多くあっています。今年度も２名いまして、その方が今、梨

農家でファーマーズスクールということで研修をしています。 

 今後も、次年度ももう１組、今研修を行うということで、それと新規就農の募集に行った会場

等では、やっぱり梨を行いたいという方が多くおられるというふうに聞いております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがたいことだと思います。圃場も少なくなってくるとかいう

話もあると思いますので、ぜひ、先ほど来から出ている休耕地とか荒れている土地とかも農地バ

ンク等に登録していただいてですね、新規就農者、全国的に広めていただきたいと思います。今

後ともよろしくお願いいたします。 

 済みません、時間が少なくなってきております。 

 害獣対策についてお聞きします。 

 今、由布市、湯布院町内で進んでいるジビエ加工場、先日も長谷川議員からの質問があったと

思いますが、その中で、今回もそうなんですが汚水処理の件でお聞きしたいと思います。 
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 今、大分川に放流というふうになっていますが、漁業組合のほうとは承諾をいただいたという

ことでよろしいでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  大分川漁協とは話ができているというふうに聞いております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  済みません、農政課長、このジビエを解体したときに出る体液等

の汚水の処理はどのようになっておりますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  現在の計画段階では、浄化槽を設置し近隣の水路に流すというふう

に聞いております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  ありがとうございます。済みません、浄化槽で処理をするという

ことなんですが、浄化槽をつくっているメーカーの指針の資料がこちらにあります。浄化槽の処

理能力というのは生活雑排水です。ふん尿とか台所から出る水に対して処理をすることには証明

できるというような指針が上がっております。この中で、ジビエ、イノシシ、鹿等の動物に由来

する体液の処理は浄化槽ではできないというふうになっています。 

 この点、農政課長、なかなかメーカー的なものなんで御存じだったかどうかわかりませんがど

うでしょうか。知らなかったとしても浄化槽で処理したときの処理水の能力、放流するに当たっ

て湯布院町には潤いのあるまちづくり条例、これは先日お亡くなりになった野上議員が職員のと

きにつくられて守って運営してきた条例です。これを踏まえて大分川に放流するという話になっ

ているんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 

○農政課長（後藤 和敏君）  お答えいたします。 

 この建設に伴いまして各課なりに県等の協議等が生じることになっています。そのため、先週

この加工施設の建設に伴う各担当課との情報共有を行っておくというので、湯布院振興局の地域

整備課、環境課、建設課、水道課、財政課、それと県の保健所等、集まりましてこの建設につき

まして情報共有を行っているところです。 

 浄化槽の設置につきましては、保健所へ届け出が必要ということで、まだどういうものを、詳

しい設計がまだできていませんから、これを待って今後の手続等が必要なものに対して行ってい

くというふうなことになっております。 
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 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  私、決してその処理場、加工場をつくるなと言っているんじゃな

いんです。つくるんだったら、国、県の予算をいただいてつくるんです、だったら日本一のもの

が由布市にあると、ほかの研修場からどんどん人が来るよというようなものをつくっていただき

たいんです。 

 ましては、旧湯布院町時代にこれをつくられております、これには条例の中の第３９条の２項

なんですが、放流水は水道水源に影響ない地点で放流するものと、もう由布市の前、旧湯布院町、

町のときに水道水、飲み水に関して上流である湯布院町の方々、野上議員も中心になってやられ

てきた話なんですが、水源についてすごく考えていたんですね。 

 大分川というのは挾間町の皆さんの飲み水になります。ただでさえ２年前の選挙戦のときに挾

間出身の方とか市長候補であられた３名の方々は挾間であったときには、現市長のそうなんです

がしきりに挾間の水問題、飲み水、飲料水についてとかく十分注意されていろいろ提案をされて

きました。 

 これ上流部における湯布院町において、このメーカーの思案の中では浄化槽では処理できない

よというふうに指針が出ているんですね。できないことはないらしいです。できないことはない

らしいけれども、由布市の潤いのあるまちづくり条例の中で浄化槽を通って放流するときのＢＯ

Ｄ生物化学的酸素要求量というものがあります。これはどれだけ処理したかなという数値なんで

すけれど、ＢＯＤが１０ｐｐｍ以下にしてくださいと、数字まで表している条例があるんですよ

ね、その中でメーカーの中では浄化槽に通しても体液の処理はできないことはないんですけど、

それはそういう数値が出せますという根拠となる数字としては出せないというふうになっていま

すので、それをもって処理場の許可を出すというのは、ちょっといかがなものかというふうに考

えております。 

 それと、ジビエの処理場をつくるということに関してなんですが、ちょっともう一スパイス欲

しいなと思うのがありまして、平成２７年末の話です、大分県が大分県内における鹿の頭数検査

をしております。大分県内で１１万３,７５６頭、大分県内におるらしいんですね。単純に面積

割りをしたときに大分県内における由布市が有する面積が大体５％です。この鹿の頭数に合わせ

たときに由布市内に鹿が５,６８７頭おるらしいんですよね。統計学的なんですけど。 

 この処理場が年に４８０頭処理をするというふうになったときに、害獣駆除の観点から言った

ときに、農政課長、どうでしょうか、親の数が減りますかね、これは鹿に特化した話になるんで

すけど、鹿の駆除が減るような話になりますか、どうでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  農政課長。 
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○農政課長（後藤 和敏君）  お答えします。 

 今、鹿の被害が少し減少してきているという観点から考えますと、鹿等は少しずつは減ってき

ているというふうには思っています。ただ、今言われましたように産まれるのととられる関係に

ついてはちょっと済みません、わかりません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  髙田龍也君。 

○議員（２番 髙田 龍也君）  もう時間がなくなってきていますので、今これ鹿だけしか言わな

かったのは、イノシシに関しては大分県は数が多すぎて把握できないんでイノシシは出ませんと

いう話になっています。その中で害獣駆除を減らしていこうと思ったときに、イノシシというの

は田⏿を荒らす一番の害獣になるんですね、そこを特化してちょっと処理をしていくような話を

しないと、なかなか難しいんかなと思いますし、個体数を減らすというのはなかなか難しいと思

います、子孫をふやさないといけないんで、親が減ると子でもの数はふえるという話を聞いたこ

とがあります。そうなったときには、今ちょっとしないといけないかなと思うのは、里山、人と

イノシシ、鹿が住むところの住み分けをしっかりとやっていくのが、適切な由布市の財政の運用

かなと私は思いますので、その点もよく考えてやっていただきたいと思います。 

 最後になりますが、ジビエの加工所については、農政課長、なかなか難しいとは思いますが、

本当大変だと思います、もっと法令もそうですが処理場の能力等、メーカー等にもお話を聞きな

がら、ぜひ前向きに検討していただきたいと思います。ぜひいいものをつくって欲しいです。今

現状ではちょっと出し惜しみがあるのかなと思いますので、ぜひ力いっぱいいいものをどんどん

とつくっていただきたいと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

 済みません、駆け足になりましたが、最後に、今議会をもちまして退職される職員の皆様方、

大変お疲れさまでした。今後とも由布市民としてアドバイスをよろしくお願いいたします。私の

電話番号をよく知っていると思いますが、あれは悪いでという話をいろいろこれからもよろしく

お願いしたいと思いますので、髙田龍也の一般質問、これにて終わりたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、２番、髙田龍也君の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 郁夫君）  ここで暫時休憩します。再開は１３時ちょうどとします。 

午後０時10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（佐藤 郁夫君）  再開します。 
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 次に、８番、太田洋一郎君の質問を許します。太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  ８番、太田洋一郎。議長の許可を得て、一般質問をさせていただ

きます。 

 一般質問に先立ちまして、少し述べさせていただきたいと思います。 

 今回の一般質問、平成で最後というふうになります。そういった中で、平成の終わりとともに、

新たな時代を迎えるというふうな中で、一つのけじめとして、自分の中でこの一般質問を位置づ

けておりますので、しっかりと務めたいというふうに思っております。 

 そしてまた、１月２２日に亡くなりました同僚の野上議員に対しましては、本当に心より御冥

福をお祈りしたいというふうに思っております。 

 野上議員との思い出は、幼少時代から同じ地区に住んでおりましたから、いろいろ思い出はあ

るんですが、特に、私が平成１４年、１５年でしたか、町議になりまして、湯布院町内で、その

当時は町村合併というところが大きな問題でありまして、それの是非を問うということで町議に

なりまして、合併は反対だという立場で活動させていただいた経緯がございます。 

 そのときに、野上議員は、当時、湯布院町役場の職員でございまして、合併協の事務局長とい

う立場でございました。その傍らで、現在、市長務められておりますその相馬市長もおられまし

た。 

 その当時、本当に野上さんを見ると、合併を推進する、本当に歯がゆい方でございました。

我々合併を反対する者としては、非常にジレンマを感じる中、野上さんは合併を推進していく中

で、合併というのは必要なんだというのをしっかりと訴えておられたというふうに思っておりま

す。 

 そんな中、由布市が誕生して、野上さんは市職員として活躍されておられました。私は、一市

民として生活を送る中で、いろんな御要請もいただきまして、この場に立つというふうになった

経緯がございます。 

 その後、ちょうど私が市議会議員の選挙に出るときに、野上さんも市議会議員に出るというこ

とで、ともに頑張っていきましょうというふうなお話をしたことを覚えております。 

 これは、私のあくまでも推測でございますけれども、野上議員さんは、議員となって、議員に

なる前ですけれども、やはり由布市になって、いろんな自分の思いの中で合併を進めてきた当時

の合併協の職員としてのいろんな責任もあったと思います。そういった責任の一つのけじめとし

て、議員になられたんではないかなというふうに思っております。その議員が亡くなられたこと

は、非常に残念でなりませんが、本当に御冥福をお祈りし、そしてまた、御家族の１日も早い御

回復をお祈り申し上げておきます。 

 そしてまた、先日、由布市の由布高校の卒業式に参りまして、その中で、卒業生代表で、答辞
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を読まれた方の挨拶の中に、私たちが入学して間がなく、そのときに地震を迎えましたというふ

うな挨拶がございました。当時の震災、本当に今でもよみがえりますけれども、あの難局を乗り

越えて、入学して３年間を過ごしてこられた卒業生が３年間無事に学業を全うされて、卒業され

る、非常にうれしい思いでございましたけれども、当時の江川校長が私にお電話いただきまして、

由布高校の生徒で何か震災のボランティアで役に立てることがあったら何でも言ってください。

生徒たちは１日でも早い復興を願って、ボランティア活動をしたいというふうに思っております、

言っておりますというふうなお電話をいただきまして、非常に心強く思っていましたことを思い

出しまして、本当に感慨深い卒業式になったなというふうに思っております。 

 そういったことをふと思いながら、そしてまた、いろんなことが反映されるような一般質問に

入らさせていただきます。 

 それでは、通告に基づきまして、一般質問させていただきます。 

 まず１項目めでございます。シングルマザーの移住・定住支援についてでございます。 

 全国各自治体では、人口減少対策として、移住・定住の促進を掲げ、各種事業が実施されてい

ると思います。シングルマザーの貧困問題も社会問題になっております。そういった中、支援と

人口減少対策を目的として、シングルマザーの移住・定住支援を実施している自治体もあります。 

 そこで、由布市でもシングルマザーの移住・定住支援に的を絞った取り組みができないかとい

うことでございます。 

 ２点目でございます。潤いのある町づくり条例の見直しについて。 

 潤いのある町づくり条例及び都市計画の用途地域の見直しについては、昨年、第３回定例議会

の一般質問で伺いましたが、その後、進捗状況はどうなりましたでしょうか。 

 ３点目でございます。地域コミュニティ支援や観光の支援となる公共交通網の構築についてお

伺いさせていただきます。 

 地域のコミュニティに必要な役割を果たす公共交通と観光の支援となる一体的な取り組みが必

要ではないかというふうに考えております。全国各地、地方自治体では、地域と、そしてまた観

光両面を一元的に支援するために、次世代モビリティ・システムを導入したさまざまな支援事業

が実施されていますが、由布市においてもグリーンスローモビリティを導入した公共交通網の構

築ができないかという質問でございます。 

 ４点目でございます。これは、本来、質問する項目にはなかったんですけれども、先ほど申し

ました１月２２日に湯布院地域の民生委員さんと意見交換会というのを湯布院出身の議員で行い

ました。これも、野上議員が事務局的な役割を果たしていただいて、開催をした会でございまし

て、その中で、いろんな意見、御要望等ございました。野上さんも、会議が終わった後で、「こ

れは次の一般質問で俺が聞かないかんかのう」というふうなことでおっしゃられておりました。
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「そらあ、野上さん、安さんが聞かんとな」ちゅう話をした中で、まさか次の日に亡くなるとは

思いませんで、そんな思いの中で、やはり温泉行政等々もありましたけれども、野上議員の意思

を継いで、今回、質問項目に上げさせていただきました。 

 その４番目でございますけれども、由布市社会福祉協議会について、今年度の社協が実施した

福祉事業、地域福祉事業について、どのように評価されたのか。そしてまた、来年度の社協が実

施する、多分案が出ていると思うんですが、地域福祉事業に対する由布市の考え方をお伺いさせ

ていただきます。 

 そして、５項目めでございますけれども、新たな財源についてでございます。進捗状況と今後

の方向性をどう考えているのかお伺いいたします。再質問はこの席で行います。よろしくお願い

いたします。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  それでは、８番、太田洋一郎議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、シングルマザーの移住・定住支援についての御質問でございますが、我が国のひとり

親世帯の相対的貧困率は５０％を上回り、特に母子家庭においては、子育て期において長時間の

労働がかなわない等、パート収入に頼らざるを得ない状況から、先進国の中でも貧困率が高いと

言われております。 

 人口減少社会に突入している今日、由布市においても、引き続き活力あるまちづくりを推進す

るためには、女性の活躍推進に向けた労働力の確保や、移住・定住促進対策などにより、生産年

齢人口や年少人口の確保を図っていく必要があると思っております。 

 現在、ひとり親家庭に特化した支援策といたしましては、児童扶養手当の支給や医療費の助成、

保育料の軽減措置、無利子、または低利子で貸し付ける福祉資金制度など、経済的自立と生活の

安定に向けた、母子及び父子家庭に対する支援制度が用意されているところです。 

 議員御指摘のとおり、全国的には母子家庭に対して移住支援を行っている自治体もございます

が、市内で暮すひとり親家庭との支援の均衡、子育て世帯を含めた移住・定住促進施策のあり方

など、整理すべき課題も多いと考えております。今後、調査、研究をしてまいりたいと考えてい

るところです。 

 次に、潤いのある町づくり条例及び湯布院都市計画の用途地域の見直しの進捗状況につきまし

ては、現在、見直しのための基礎調査として、湯布院都市計画区域におけるこれまでの建築状況

の図示化、用途市域ごとの建築動向分析を終わったところでございます。 

 現在、関係課職員を含め、調査結果をもとに見直し方針など協議を行っているところでござい

ます。 

 今後も、大分県や有識者の助言もいただきながら、早急に進めてまいりたいと考えております。 
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 次に、グリーンスローモビリティ等を導入して公共交通網の構築ができないかとの御質問でご

ざいますが、グリーンスローモビリティは、文字どおり環境に配慮した車両が、観光地での有用

な移動手段になり、高齢者の外出機会の創出にもつながることが期待されていると承知しており

ます。 

 これら、次世代モビリティ・システムについては、現在のところ、具体的な導入計画等はござ

いませんが、高齢ドライバー等の事故の問題や、公共交通対策としての今後、調査研究を行って

いく必要があるというふうに思っております。 

 次に、平成３０年度の社会福祉協議会が実施した地域福祉事業の評価についてでございますけ

ども、３０年度には、社協と福祉課で毎月１回の連絡会議を行い、地域福祉の推進を図る上での

情報交換を重ねてきております。 

 会議では、今の社協体制の課題や事業の進捗状況について、第３期由布市地域福祉計画・地域

活動計画に沿った事業展開が図られているかどうか確認し合いながら、社協と一体となって地域

福祉事業に取り組んでいるところです。 

 また、初めての試みといたしまして、市が委託しております地域関連の４８事業を実績シート

より１事業ごとにかかった時間、人数、日数、総合時間等をもとに評価を行ったところです。 

 評価の結果は、地域交流促進、支え合いの仕組みづくり等、多くの事業は目標どおり達成して

おりますけども、ボランティア育成支援等はやや足りないようになっております。 

 第１回由布市地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会の中でも一定の評価をいただいてお

り、全体を通しては、おおむね目標どおりに達成できていると考えております。 

 次に、社協が実施する地域福祉事業ですけども、３０年度の実績評価をもとに、３１年度は第

３期由布市地域福祉計画の４つの基本目標や、地域福祉活動計画での重点事業等、さらなる取り

組みを推進し、一人一人の力を生かせるまちづくりとして各関係機関と協働した小地域ネット

ワークの構築を図り、地域のつながりが促進できるような活動計画に沿って推進してまいりたい

と考えております。 

 次に、新たな財源についての御質問ですけども、新たな財源検討委員会は、現在５回の検討委

員会を開催し、次回検討委員会において、中間の取りまとめを行う予定となっております。 

 協議につきましては、観光事業の振興に資する財源として、由布市における導入の可能性につ

いて御検討をいただいております。新財源導入の前提として、由布市観光の魅力度アップにつな

がる使途の協議が必要とのことから、財源確保の方法と使途をセットにして議論を進めていると

ころでございます。 

 今後、観光事業についての検討を終えましたら、社会保障費の増大、公共施設の老朽化対策な

ど、山積している財政上の課題に対する幅広い新財源の検討を引き続き行っていただく予定にい
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たしております。 

 以上で私からの答弁は終わります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  それでは、再質問させていただきます。若干、順番を入れかえま

して、条例の見直しからいかさせていただきます。 

 やはり、条例の見直しについて、今、いろいろ協議をされているということでございますけど

も、やはりスピード感というのが非常に重要になってくると思うんです。本当に執行部として見

直しが必要なのかというふうなことをどれだけ思っておられるんだろうというふうに思っており

ます。 

 もちろん必要性は十分御理解いただくと思うんですけれども、なぜこれを急ぐかといいますと、

今、この条例自体がかなり、言葉は悪いですけども、時代に即してないというふうな問題点がご

ざいます。 

 そういった中で、これ以上過度な開発もう、抑制していこうよというふうな、方向が、これを

変える、変えるといいますか、この方針に沿って、しっかりと見極めていかなければいけないと

いうふうに思っております。条例ができて３０年たちます。そういった中で、先ほど申しました

ように、時代に即したということをスピーディーにやる必要があると。前回、星野リゾートの関

係で、まちづくり審議会等といろいろ議論をいたしました。 

 そういった中で、やはり条例の不備ということと、それと都市計画の用途地域の見直し、これ

がどうしても急務だということになっております。 

 そういった中で、条例がしっかりと今の時代に即してないと、まちづくり審議会自体が何の機

能もしないというか、意味合いがなくなっているというふうなこともございますので、現在の用

途地域の色塗りといいますか、要は白地地域をいかに規制していくかというところに、そこに絞

られていくんだと思いますけれども、もちろんいろんな関係機関であるとか、専門家の方の御意

見をいただいてということでございますけれども、もっともっとやっぱりスピード感を持ってや

る必要があるというふうに思っておりますが、そこのところはいかがでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  建設課長です。お答えいたします。 

 今、議員により御指摘のありましたとおりだと思って、うちのほうも、建設課のほうも早急に

検討しております。 

 今、うちの建設課の目標としては、来年、３２年の４月に都市計画決定をしたいなというふう

に、この目標で、今、係を越えた中でいろんな話をしております。 

 今の状況としては、そういうことでございます。 
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 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  ありがとうございます。３２年、結構先だなというふうなのが実

直な感想です。というのが、聞くところによると、担当職員というのが、この見直しを担当する

職員、その職員の方の別の職務としてメガソーラー系の開発に関しての対応というのが非常に多

忙を極めるというふうに聞いております。経済産業省のほうが方向を示しまして、買い取りの価

格を今の状況、計画が進まなければ下げますよというふうな発表をしましたけども、それに対し

て、一気に業者が加㏿度的に動き始めたというところで、職員の負担がかなりあると。それに対

応するが余りに、なかなか都市計画の見直しまでは手が回らないというのが現状だったんではな

いかなというふうに思うんですが、そこのところ、課長、どうお考えですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  お答えいたします。 

 確かに、今、御指摘がありましたように、太陽光の申請等がかなりあります。今、都市計画、

都市景観係でその分もあわせて、都市計画の見直しと太陽光再エネ関係をやっています。かなり

苦慮というか、厳しい状態ではありますが、これはどうしても必要なことですので、係だけじゃ

なくて、建設課はもちろんですが、今まで携わってきた関係者にも協力を得ながら、早急に進め

ていくという考えを持っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  確かに、そう言って取り組んでいただく、非常にありがたいこと

でございますけれども、もっともっと早い決断をして、その職員の、平口で言えば荷を軽くして

あげるというか、そういった取り組みが必要だったんではないかなというふうに思っております。 

 そういった中で、かなり時間がずれ込んだのではないかなというふうに私は判断するんですが、

そういった判断というのは間違いではないでしょうか。それは違った考えでしょうか、どうでし

ょうか、課長。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  そういった状況も考えられると思っています。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  では、ぜひともしっかりとバックアップ体制といいますか、フォ

ローアップしながら、先ほど課長が言われたように、一つのチームとして、ぜひ取り組んでいた

だきたい。 
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 そしてまた、３２年度と言わずに、今年度途中でも構いません。とにかく、１日でも早くとい

うふうなことでの見直し作業というのをぜひ進めていただきたいんですが、いかがでございまし

ょう。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  先ほど目標は設定しましたけど、できるだけ、今、議員御指摘のあ

るように、できるだけ早急に進めていきたいと思います。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  本当に見直すポイントというのは、ほとんどわかっていると思う

んです。あとは、法令関係であるとか、そういったところとの照らし合わせだと思いますから、

いろいろ御意見をいただく中、御指導いただく中で、九州大学の高尾先生あたり、都市マスにも

しっかりとかかわっておられます。都市マスの中に、その後、早急に見直すべきだというふうに

指摘されている以上は、そこのところはしっかりと取り組んでいただきたいと思いますし。 

 また、高尾先生なんかのお話を聞くと、これ、高尾先生からいただいた資料の中で、由布市に

おける都市計画及び条例の見直し方針の案というのが私の手元にありますけど、これ、課長のと

こに行っておりますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  建設課長。 

○建設課長（佐藤  洋君）  その分については、まだ、私のほうにはもらっておりません。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  時間の関係で読み上げることはできませんけれども、これをひと

つ参考にして、ポイント、要点をしっかりとまとめたものが、今、案として示されております。

こういったことでどうだろうかというふうなことで、私の質問に対して回答いただきました文書

でございますんで、これもしよろしければ、課長、お渡ししますので、ぜひとも参考にしていた

だきたいというふうに思っておりますが、やはり、スピード感を持って、これを、この条例の見

直しというのをしっかりとやっていただきたいというふうに思っておりますので、そこのところ、

しっかり市長、指示していただきたいというふうに思いますが、いかがでございましょう。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  そういうふうに指示はしていますけども、都市計画とか、潤いのあるま

ちづくり条例によりますと、ある意味、規制をかける部分も出てきます。そういった点について

は、やっぱり慎重にといいますか、説明も、市民の皆さんにも説明しながらやっていきたい、や

っていかなければならないと思っております。 

 そういった時間は必要ですけども、そういうの含めまして、できるだけ早い見直し作業を進め

させていきたいと思います。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  ぜひとも市長のリーダーシップをしっかりと発揮していただいて、

条例の見直しというのをきめ細かく御説明もいただきながらですけれども、進めていただきたい

というふうに思いますが、やはり、何度も言いますように、都市計画、都市計画マスタープラン

でしっかりと示されている以上は、これ一つの法律でしっかりと担保されたものですから、それ

にのっとってやっていただきたいというふうに思っています。これ、作成されたのは、もうかな

り時間がたっておりますけれども、本当にその当時から指摘されたことですから、何とかその意

向に沿った中で進めていただきたいと、本当に切にお願い申し上げます。よろしくお願いいたし

ます。 

 次にまいります。シングルマザーの定住・移住でございます。 

 今、先ほど市長の答弁の中にも、シングルマザーの貧困というのは非常に今、全国で問題視さ

れております。もちろんシングルファーザーの方も非常に御苦労されているというふうなことで

ございます。 

 今、ひとり親家庭の問題を非常に赤裸々に書かれた本というのがございまして、この中を見て

も、現状、幾つもの仕事を抱えながらでも、年収１４０万に満たないというふうなシングルマ

ザーの家庭が、その中で家賃を払って、食費を払ってとなると、どうしても生活が苦しくなると

いうふうな現状で、とにかく至るところで、ＮＰＯ等が支援をしながらやっております。 

 そしてまた、全国自治体で、シングルマザーの移住・定住というのをしっかりと一つのメニ

ューにしてやっておられるところもあります。豊後高田等なんかでもそうですけれども、そうい

った中で、例えば、引っ越しの費用の負担であるとか、補助ですね。であるとか、家賃の補助で

あるとか、あと、仕事、そしてまた住居のあっせんであったり、あと、そういったことも踏まえ

ながら、お試し移住というふうなことで来ていただくというふうなことでやられているところが

多数あると思います。 

 そういった中で、なぜこのシングルマザーの移住・定住というものを今回、質問の中に加えた

かといいますと、もちろんシングルマザーの貧困というのが、非常に大きな問題である、社会問

題であるというふうな中で、由布市として何か解決できないだろうかというふうなところを考え

たときに、今、観光産業では非常に人材不足の状況が生れております。 

 そういった中で、例えば、宿泊施設等で働いていただける方を募集してもなかなか集まらない

というふうな現状の中で、もし仮にシングルマザーの貧困という問題の解決になるということと、

それと観光協会の人材不足の解消ということをもしプラスして考えられると、あわせて考えられ

るということはできないだろうかということで、今回、改めて質問させていただきます。 

 以前、総合政策課の課長にもこの本をお渡しして、お読みいただいて、今、現状というのは本
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当に大変だということはおわかりいただけるんですけれども、そういった中で、他自治体で１つ

課題ということは、シングルマザーの方に移住していただいた中で、なかなかそれなりの収入が

得られる仕事を御紹介できないというところも一つの課題となっている。そういった中で、由布

市観光の人材として、シングルマザーの方にぜひとも参加していただきたいというふうなことで、

ぜひとも由布市のほうで、検討ではなくて、これに向けて何とか取り組みができないだろうか、

具体的な取り組みができないだろうかというふうな思いがあるんですが、そこのところ課長、い

かがですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  総合政策課長です。お答えをいたします。 

 先ほど市長も申しました、現時点で、由布市、シングルマザーの方に限っての移住施策という

ものはとっておりません。 

 ただ、移住フェアなりで出向いたときに、確かにシングルマザーの方の応募がかなりの数ござ

います。そのほとんどが、起業創業による自立を目指されているという状況がございます。そう

いう方については、由布市において創業支援制度がありますよ、あと、創業する上では、こうい

う農産品があってというような御紹介はさせていただいているとこで、大分県が移住女子会とい

う女性に特化した移住施策も行っておりますので、それについては共同して、フェア等に伺って

いるところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  創業起業をする、それだけ意欲のあるシングルマザーの方もたく

さんおられます。ただ、そうではない。なかなか創業起業というところまで行けないという方々

もたくさんおられるというのが、いろんなデータといいますか、そういったやつを見ますと、出

てくるわけです。 

 そういった中、もちろん起業創業というのに向けて頑張っていただくというのは非常に大事な

ことですし、非常に喜ばしいことでございますけれども、そうではない、もう一歩手前のところ

の人たち、シングルマザーの方、シングルファーザーの方の移住・定住というのは、僕はしっか

りと呼び込めるといいますか、そういったことは必要だというふうに思います。そのためにも、

ちゃんとシングルマザー、ファーザーの方に特化したメニューをしっかりとつくると、そして、

安心して来ていただけるというふうな条件づくりというのは非常に大事だと思います。もちろん、

市長がおっしゃられたように、市内にはもう既にシングルマザー、シングルファーザーの方がお

られますから、その人たちとの整合性というのはしっかりと図っていかなければいけないという

ふうには思いますけれども、そういった中で、やっぱり人口減少というところに歯どめをかける
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という意味でも、１人でも多くの方に、１人でも多くの世帯に来ていただくということの観点か

らは、こういったメニューをちゃんとメニュー立てするというのは必要だと思いますが、いかが

ですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 先ほど、議員から御紹介されたひとり親家庭という著書の中でも、シングルマザーについては、

稼ぐ力をつけて自立をしていかなければいけないという文章がございました。もちろん移住フェ

アに、それに参加されている方全てが創業起業を求めているわけではございません。由布市にお

いては、観光面でこういう業務、こういう仕事がたくさんありますよというふうなメニューにつ

いては、少し用意をさせていただいて、今からフェア等を迎えたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  ぜひともそれは行っていただきたいと思いますし、また、観光産

業、特に、宿泊業に関係しての雇用という場合に、一つ全ての宿泊施設がということではないん

ですけれども、寮を完備しておられる、そういった中で、衣食住の分の住居の分です。そこの提

供はしっかりとできるというところも一つ強みかなというふうに思っています。 

 もちろん、独身の方の寮であったりもするんですけれども、シングルマザーの方でも十分に吸

収できるスペースを確保した社員寮といいますか、そういったやつも完備をしておられますので、

そういった中で進めていくのに非常にいい条件になるのではないかなというふうに思っておりま

すし、また、宿泊施設だけとは限りませんけれども、観光産業で非常に今、人材不足という状況

の中で、今、人材のとり合いというふうなことが現実に起きています。そういった中で、例えば、

パートさんの場合でございますけれども、時間帯にもよりますが、時給１,５００円、１,５００円

出してもなかなか来てくれないというのが今の現状なんです。 

 例えば、市内、県内で時給１,５００円出すところというのが一体どれぐらいあるんだろうか

というのを調査していませんけれども、かなり高額な時給といいますか、そういったことだと思

います。 

 また、しっかりと就職といいますか、職員、社員として、場合には、さらなる福祉であるとか、

そういった条件なり、そういったことも整備された中で、それなりのサラリーはいただけるとい

うふうな中で、ぜひともマッチングをしっかりと考えていただきたい。 

 そしてまた、こういったことを進めていくにおいては、例えば、湯布院の旅館組合であるとか、

観光協会であるとか、商工会であるとか、そういったところと連絡を密にとりながら、しっかり

とシングルマザー、ファーザーの方の移住・定住を少しでも促進していただけるようなメニュー
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をひとつつくっていただきたいというふうに思います。いかがでございましょう。 

○議長（佐藤 郁夫君）  総合政策課長。 

○総合政策課長（一尾 和史君）  お答えをいたします。 

 もう議員のおっしゃるとおりだと思います。 

 ３１年度以降は、今まで福岡を中心にしておりましたけど、さらに九州、大分への移住志向も

高い東京、大阪のほうに出向く計画もしておりますので、その中で、そういうメニューをそろえ

て、対応したいというふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  ぜひともお願いいたします。 

 また、何度も申しますけれども、現在おられる方々、シングルマザー、シングルファーザーの

方の整合性もある程度考慮しながらということでございますけれども、何とか、何度も申します

ように、人口減少に歯どめをかけるという意味合いでも、ぜひとも取り組んでいただきたい。 

 そしてまた、この中に紹介されております支援をするＮＰＯたくさんございますので、そうい

ったところともぜひとも連絡をとっていただいて、そういった人材、そういったことを希望する

方々の情報等も得られると思いますので、そういったところもぜひ検討していただきたいという

ふうに思っています。 

 また、そういったことが、全国に対して、１つ投げかけるといいますか、本当に温かい由布市

だなというふうに思っていただけるようになればいいなというふうに思っています。 

 １つの考え方として、住んでよし、訪れてよしというふうに言われていますけれども、そうい

った由布市にというふうなことですけれども、これに１つつけ加えていただいて、住んでよし、

訪れてよし、移り住んでもよし、これをぜひとも念頭に置いていただいて取り組んでいただきた

いというふうに思っております。 

 本当に、由布市は温かいんだと、親切な、本当に人情味のあふれる、いいとこなんだというこ

とを、これを機会に、全国に発信していただきたいというふうに思っています。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 それでは、次にまいります。地域コミュニティの件でございますけれども、きょう、議長の許

可をいただきましてつけております資料でございます。それを参考にしてお話をさせていただき

ますけれども、そもそもグリーンスローモビリティとは何ぞやというふうなことでございますけ

れども、１ページ目でございますが、こういったグリーンスローモビリティという、電動で時㏿

２０キロ未満で、公道を走る４人乗り以上のパブリックモビリティのことを指します。非常に環

境にもエコでございますし、そういった乗り物が、今、いろんな公立の財政であるとか、もろも
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ろで活用しやすくなっているということでございます。 

 これ、国交省のほうが進めている事業なんですけれども、こういったことを、こういったモビ

リティを利用しながら、地域コミュニティ、そしてまた観光客の方の融合といいますか、そうい

ったことも考えられるんではないかなというふうなことで、いろんなメニューが今出ております。 

 次のページをはぐっていただきますと、どういったところで活用されているかというところで

す。地域住民の足としてという部分と、そしてまた観光客向けのモビリティとして、そしてまた、

ちょこっとした運送、そしてまた、地域のブランディングというふうな、いろんな側面を持って

おります。 

 こういったことを活用して、今、るるいろんな議員さんが質問された中で、地域交通というふ

うなことも非常に言われております。 

 田中真理子議員も質問されておりましたし、鷲野議員も地域の公共交通の部分で話しておられ

ましたけれども、これのいい解決策になるんではないかなというふうに思って提案させていただ

いております。 

 今、国としても、国交省としても、ぜひともこれを進めたいということで、次のページですけ

れども、グリーンモビリティの事業化の例を挙げております。住宅地であるとか、観光地等、住

宅地を兼ねた、あと離島、これ近く姫島村でやっておりまして、実は、昨年、姫島村のモビリテ

ィといいますか、この車両を使いまして、道の駅を結んで、湯布院駅のコースをつくりました。

駅裏をるる回る中で、地域の方と観光客の方が利用できるようなコースづくりをして、例えば、

地域の方であれば、医療機関、そしてまた、公の施設、そして大きなショッピングセンターとい

いますか、ストアー、そういったところがちゃんと通れる、買い物にも、病院にも行けて、便利

なというふうなことでコース設定をして走らさせていただきました。非常に快適で、ぜひともこ

れは、今、一つ課題の公共交通の空白地帯であるとか、地域の公共的な足として利用できるんで

はないかなというふうなこと、そしてまた、それのコース上に観光のゾーンも入れながら、観光

客の方も乗っていただいてというふうなことも考えながらやりました。 

 感想としては、非常に、先ほども言いましたように、心地いい乗り物でございまして、そんな

中で、例えば、イメージとして地域の方と観光の方が乗られて、「あんたたちはどっから来たん

かえと。東京からわざわざ来たんかえ、そうかえ、それはあんた湯布院がいいんかい、由布市が

いいんかい、いや、そうかいそうかい、やっぱ温泉じゃがな」「ところで、おばあちゃん、あし

たの昼御飯、どこで食べたらいいやろか。何か湯布院の名物って、どこがある。ガイドブックに

載ってないところ」「いや、それやったら、あそこ行きよ」みたいな、こういった交流ができれ

ば、とってもすばらしい地域になるんではないかな。本当に地に足つけた観光地づくりと、同時

に、地域の人たちが安心して外出できるというふうなことにもつながるんではないかなというふ
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うなことで提案させていただいております。 

 その中で、最後のページですけれども、グリーンスローモビリティの関連事業ということで、

２つ、いろんなメニューがあるんですけども、２つあって、左側の先進技術を用いた導入方法の

実証ということで、実験事業が行われようとしておりますけれども、これをぜひとも由布市とし

て、来年度の予算の中にもいろんな関連の予算が含まれておりまして、そういったことも踏まえ

ながら、それとあわせながら、こういった事業ができるんではないかなというふうに思っており

まして、実は、市長にもお願いをした経緯がございまして、そういったところで、ぜひとも手を

挙げていただきたい、実証実験に向けてのメニューに手を挙げていただきたいというふうに思い

ます。市長、いかがでございましょう。 

○議長（佐藤 郁夫君）  市長。 

○市長（相馬 尊重君）  お答えをいたします。 

 このグリーンスローモビリティに関しては、湯布院の観光には大変マッチングをうまくするん

ではないかなというふうに考えております。 

 ただ、課題もかなりありまして、湯布院の交通量の多い中で、こういう電気自動車が走って本

当に安全なのかとか、いろんな課題が出てくるんだろうと思います。 

 そういう意味からすれば、即導入という前に、この左にありますような実証実験をまずやって

みて、本当に安全性が担保できるのか、それと、今後、どういう課題が生れてくるのか、そうい

ったものを十分検証した上で導入、また、うちのコミュニティバスとの連携、そういったものも

図れるんではないかなと思っておりますので、まだ、国交省のほうに、うちのほうもちょっと今、

問い合わせをしているんですけども、具体的な申請に対するスキーム等、まだまだ十分な資料が

まだ届いておりませんので、そういうもの十分精査した上で、まずは実証実験には取り組んでみ

たいなということで考えていきたいと考えております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  ぜひとも実験をしていただきまして、いろんな課題等もございま

す。実は、先ほど言いましたように、町内、湯布院の盆地の中を走らせたときに、湯の坪街道も

走ってみたんです。そうすると、電気自動車ですから、ほとんど音がしないという中で、真後ろ

まで行っても気がついてくれない。また、皆さん御存じのように、湯の坪街道というのは、ほと

んど歩行者天国状態ですから、真ん中も歩かれるわけです。そういった方々に対して、じゃクラ

クションを鳴らすのは余りに失礼だろうということで、次のときには、ベルをチリンチリン鳴ら

していくと、失礼にもならんし、脅威にもならんかなというふうなことも、実際、ちょっと走ら

せただけでも、そういったいろんな問題点であるとか、改善点であるとかいうことも出てきまし

たんで、そういったことをぜひ今後、手を挙げていただいて、実証の導入して、実験をしていた
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だきたいというふうなことを、そしてまた、これが、例えば湯布院であるとか、庄内、挾間を結

ぶ交通網といいますか、それには不向きなんです。大体、時㏿２０キロしか出ませんので、地域

の中を、例えば、人間の血管でいえば、毛細血管のような役割で、細かく使えるというふうなこ

と、極端な話が、県道はちょっと厳しいなというところなんですけども、私たちの生活道路であ

る、例えば市道であるとか、そういったところでは十分運用が可能かなというふうに思っており

ますので、この実験が仮にうまくいって、これは地域のコミュニティにも非常に有効であるとい

うふうになれば、庄内地域であったり、挾間地域であったりとか、そういった中で、地域の中の

交通網としての構築もできていくんではないかなというふうに思っておりますので、そういった

可能性が非常にあるもので、そしてまた、聞いた話によりますと、この実証実験にかかる費用で

すけれども、１００分の１００で、補助のほうがというふうな話も聞いております。それが、ど

こまでなのかよくわかりませんけれども、そこのところも検討していただきながら、ぜひとも導

入していただきたいと思っておりますんで。 

 また、こういう話をすると、また、大分県のほうであるとかなんとかとか、いろんなところか

ら、どうなっちょるんかちゅう話になるかもしれませんけれども、ぜひとも導入に向けて進めて

いただきたいというふうに思っています。 

 それでは次にまいります。社協についてでございます。社協につきましては、先日、課長のほ

うから、福祉事務所長のほうから、この評価シートをいただきまして、先ほど言われました

４８事業ということで、非常にしっかりやられているんだなというふうに思って見ておりました

けども、ただ、実際、その事業といいますか、実際どこまで進んだのかというのが、社協の自己

評価でＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＳからＤまであるという中で、本当にこれで評価できるのかな、今、総

時間ということで割り出してますけども、これ本当に評価ができるんだろうかなというふうな思

いもありながら、ちょっとこれで評価するのは難しいのかなと、素人ながら思うんですが、そこ

はいかがでしょう。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  福祉事務所長です。お答えいたします。 

 今回の評価につきましては、３０年の４月に議員の皆様方にお配りした福祉の計画、活動計画

に沿った第１年目の計画として、できているかどうか、初めての試みとして評価をさせていただ

きました。私どもも初めて評価する中で、何か基礎はないかということで、１シートごと、１事

業ごとにかかった時間等を参考にしながら、社協のほうと突き合わせという感じでさせていただ

きました。初めてのこともありまして、これが完璧というわけではございませんが、次年度に向

けまして、また取り組みがうまく活きているかどうか等の評価をはかる意味でやっていたもので

ございますので、改善点がありましたら、また改正するところをしながら進めていきたいと思っ
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ております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  これ、教えてください。今、社協のほうが、３０年度でございま

したら事業計画案というものを多分出されていると思い……。出てますよね。これ、社協だより

にも載っておりましたけれども、その中で重点項目でございましたよね。その重点事項の中に

１から４まである中で、そういったものをしっかりと織り込んだ中の事業として評価されている

ということでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  議員おっしゃるとおり、取り組みにつきましては、

それらを網羅したところでの評価となっております。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  そういった中で、３０年度の重点項目の事業が、本当にこの評価

のような、Ａ、Ｂ、Ｃで評価されるようなのかなというふうに、ちょっと頭をかしげる部分も若

干あるんです。 

 というのが、例えば、法人運営体制の強化という中で、行政とのパートナーシップというのが

２カ月に１回というふうになっておりますけれども、そういったことがしっかりと行えているん

だろうか。これ、トータル６回なんですけれども、行われているのかなとか、職員の意識改革の

質向上というところでどうなんだろうというところもあります。そして、また２番目の地域福祉

活動の推進という中で、例えば地域のネットワーク会議の定期開催であったり、地域支援育ボラ

ンティア育成支援ということがしっかりとできているのかなと。地域ボランティアの分は評価

シートではＣですけれども、これ、たしか災害ボランティアのネットワークなんかを設置すると

いうふうなことになっていたんですが、これもちゃんと設置できたのかなというふうに思ってい

るんですが、そういったことも踏まえながらの評価なのか教えてください。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  お答えいたします。 

 いろんな面で評価が違うと思いますが、トータル的には評価をＡ、Ｂ、Ｃの段階でなっており

まして、まだ１カ月を残した段階でございましたので、まだ１カ月あるうちの中で見込みをとり

ながら評価をしたところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  何とかしっかりと事業は進めていただきたいというふうに思って
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おりますし、ただ、先ほど申しましたように１月２２日に民生委員さんとの意見交換会の中で、

地域の差といいますか、温度差はあるかもしれませんけれども、非常に御不満を持っておられる

ということです。 

 湯布院出身の議員は、まちを歩きますと、意外とお前たちは何しよんのかと。今の社協はどげ

んなっちょるのかと。地域包括はどげんなっちょるのかちゅうことは、よく言われます。なかな

か市民に対してしっかりと説明できない我々も歯がゆい思いなんですけれども、そういった地域

の差であるとか、そういったことは実際ないのか。どういうふうに思われていますか。お伺いして。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  お答えいたします。 

 議員御指摘のように、差は幾らかあろうと思いますが、そういった差を少しでも埋めるように、

うちのほうは説明をしていきながら民生委員さんに理解を図っていきたいというふうに思ってお

ります。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  そういった中で、湯布院町内の社協であるとか、まあ、社協に対

しての評価というのが実際どうなんだろうと思いながら、やはりこれも社協だよりからずっと引

っ張ってきて、いろいろと数字を調べてみたんですけども。例えば赤い羽根募金ってありますよ

ね。これ、例えば平成２０年度で見ると、庄内挾間から現在に至るまでずっと見ると、若干やっ

ぱりどこも目減りはしているんですけれども、人口の推移ではそこまで変わっていないと思うん

ですが、そういった中で極端に落ち込んでいるのが湯布院なんです。 

 当初、平成２０年度からしてみると、かなり数字の落ち込みというのは顕著に出ておりますし、

そして社会福祉会費、そういったやつもかなり落ち込んでいる数字が出ています。例えば、社協

会費に関しては、やはり２０年度から３０年度の１０年間で著しく減っているのは湯布院なんで

す。これは、やっぱり社協に対していろいろと御不満等が、まあ、しっかりやっていただいてい

るとは思うんですけれども、そこのいろんな不審に思う部分、これはデイサービス等が閉鎖にな

ったり何だりもろもろありましたから、そういったことのあらわれだとは思うんですけれども、

そういったことに関して、こういった数字の経緯といいますか、そういった部分、どう思われま

すか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  福祉事務所長。 

○福祉事務所長兼福祉課長（栗嶋 忠英君）  金額が湯布院が極端に少ないという面で、私も４月

から社協の評議員になりまして、そういったところで極端に下がっているところ等を注意をして

きているところでございます。 

 １年目でよく赤い羽根等、基金等、わからないところもございますので、もう少しみんなに聞
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きながら推移を見ていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  これ、湯布院の方にいろいろ話聞いてもそうなんですけれども、

実は、挾間の方にもちょっとお話聞いたら、社協に対してはちょっといろいろ考えがあるんやわ

というふうなことのお話でお伺いしました。 

 ただ、なかなか今の社協に対して意見しづらいというのが、社協の会長である三ヶ尻さんが挾

間のほうから出ているというところで、三ヶ尻さん、とてもすばらしい方でございますので、そ

の方の顔に泥を塗るようなことはできんというふうなこともあって、やはり何とかならんのかな、

改善できるのもあるんやないかなというふうなことも思われるようなことも聞いております。 

 そういった中で一体どういったところが原因なのかなというふうに思う中で、会長にしても、

いろんな理事の方が一生懸命頑張られていると思うんですけども、現場で職務を果たされる職員

の方っていうのが、特に有能な方々がどんどんやめておられますですよね。そこになんの原因が

あるんだろうかということも踏まえながら、これ市長に聞くと、またお答えようがといいますか、

市長が答えるとまた大変でしょうから、できれば副市長でも構いません。何が一体、そういった

温度差が生まれるんだというふうに思われるかお伺いしたいんですが。 

 副市長、去年、湯布院の民生委員さんの会で忘年会等をやられていますよね。そこのところも

踏まえて、何か御意見等を伺っているんではないかな。それに対してどのようなお感想をお持ち

かなというふうに思いますが、いかがでございますか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  今、太田議員のほうからお話がありましたけれども、民生委員さんと

お話をする機会が１回ほどございました。また、昨年のいつかの時期かちょっと覚えていないん

ですけれども、要望書というか、社協の評議員さんですかね、理事さんの関係の報酬についての

要望等を受けたことがあります。２回ほど民生委員さんともお話をさせていただいたことがあり

ます。 

 そういった中で、いろんな社協の中の運営というか、そういった中で民生委員さんがなかなか

意見がうまく反映されていない部分が若干あるのかなというふうなところは率直に感じたところ

でございます。 

 いずれにしても、市役所との関係団体でもありますし、民生委員さんも市のほうとして仕事し

ている方々でありますので、うまく連携をとりながら社会福祉の事業の推進をやっていければと

思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  では、ぜひとも副市長。社協といろいろと意見交換される中で、

指示指導あたりをぜひやっていただきたいというふうに思いますが、ぜひともお願いしたいんで

すが、いかがですか。 

○議長（佐藤 郁夫君）  副市長。 

○副市長（太田 尚人君）  また機会捉えて、いろいろ社協ともお話をさせていただきたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 郁夫君）  太田洋一郎君。 

○議員（８番 太田洋一郎君）  やはり社会福祉協議会というのは、本当に我々のよりどころとい

いますか、非常に重要な組織といいますか、というふうに思っております。 

 そして、また社協が何となく悪く言われるというのもちょっと歯がゆい思いがしますし、我々

湯布院の議員も社協に関して本当にいろんな会合ごとで必ず言われるのが、社協を何とかってい

うふうなことでございますので、本当に苦しい中で今回質問を取り上げさせていただきました。

そういった思いもあって、野上さんも取り上げんといかんのかなと言いながら悩んだ部分もちょ

っとあったような感じもしますけれども、ぜひともよりよい社協になるように、そしてまた、本

当に頼りにされる社協に、そしてまた、地域包括になっていただけるように、ぜひとも強いリー

ダーシップをとって御指導していただきたい。 

 我々が内部のことにはなかなか口が出せないといいますか、おわかりのように、例えば商工会

であるとか、そういったことの内部のことに関して我々が言う立場ではございませんので、言え

るのは行政の方というふうに思っておりますので、ぜひともお願いをしたいというふうに思って

おります。 

 先ほどのシングルマザーですけれども、ちょっと戻りまして、ぜひともシングルマザー移住定

住の中で非常に大きなウエイトを占めるのが、保育環境であるとか、学校教育環境であるという

ふうに思っております。 

 竹田市のほうでは、保育士をいかに育成するかというのが非常に急務だということで、例えば

保育士の方の家賃補助を行ったりと。そういったことも踏まえながら、待機児童を少しでも減ら

していこうというふうな取り組みの中でやられているというふうにお聞きしております。 

 そういった中で、シングルマザーの移住定住で、もちろん保育の環境は大丈夫ですかというこ

ともあるかもしれませんけれども、全体的な待機児童も踏まえながら、ぜひとも由布市としても、

竹田市のように保育所をふやすためのそういったメニューっていうのをしっかり考えていただき

たいなというふうに思っております。これは通告しておりませんので答弁はいりませんけれども、
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ぜひとも子育て支援課を筆頭に本当に頑張られていると思います。そういった中で、少しでも保

育所を確保するための手立てというか、そういったことも必要だなというふうに思っております

ので、これはお願いですけれども、ぜひとも検討していただきたい。そして、また実施していた

だきたいというふうにお願いしておきます。 

 新たな財源でありますけれども、これ、もう時間がありませんので、来期に向けてまたやって

いくというふうなことでございますけれども、メンバーも今のようなメンバーというよりも、ま

た例えばシャッフルをするということも踏まえながら、そしてまた、余り拙㏿に結論を出すとい

うのはいかがかなというふうな思いもあります。 

 ただ、宿泊税というものを考えたときに、これも県のほうが導入しようかなみたいな話もちら

ほら聞こえてきますので、そこのところも兼ね備えながら、しっかりと議論していただきながら

財源の確保にあたっていただきたい。財源の確保がしっかりされることによって、きょう一般質

問しました地域のモビリティーであるとか、シングルマザーの移住定住の財源、そういったこと

も非常に重要なことになってくると思いますので、そこのところは慎重に、なおかつスピーデ

ィーにと、非常に少し矛盾するような言い方ですけれども、そこのところはしっかりとやってい

ただきたいというふうに思っております。 

 最後になりましたけれども、今年度退職される課長の皆さん、本当にお疲れさまでした。ここ

に「人生１００年時代の人生戦略」という本がございます。これ、ぜひ読んでいただいて、今か

ら人生１００年だというふうな中で、ぜひとも御退職されていろんなお仕事につかれると思いま

すけれども、どこかの機会に学び直しといいますか、それをしっかりと考えていただきたい。そ

して、学び直したことによってキャリアをしっかりと身につけて、また次の人生をしっかりと生

きていただきたいといいますか、生活していただきたいというふうに思っております。非常にこ

れ、いい本でございますので、もし関心がある方はぜひお貸ししますのでお読みになられてくだ

さい。 

 以上で、一般質問を終わらさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 郁夫君）  以上で、８番、太田洋一郎君の一般質問を終わります。 

 今回の一般質問は全て終了いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（佐藤 郁夫君）  本日の日程は、これで全て終了でございます。 

 次回の本会議は、あす午前１０時から議案質疑を行います。 

 本日はこれにて散会します。ご苦労さまでございました。 

午後２時00分散会 

────────────────────────────── 


